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の測量･測定器

帽度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡

付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ

あらゆる測量にこの－台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型5.'2％ミラー付

磁石分度：内径70％1.又は30目盛

高度分度：全円1｡目盛

水平分度；5分目盛O-bac帰零方式

望遠鏡：12倍反転可能

重量:13009

LS-25

し §ルトラコン

①1二人が同時視できる最高水準の双視実体鏡

霧麹コンドル下ZEYY
（牛方式双視実体鏡）

たコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をボｲﾝﾄするだけ､ﾂiｲ型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面

まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡ﾌｹｲ型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニブリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための

インターフェイスを内蔵しています。

’■直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

<特長〉

|爵
X-PLANMｲ〃

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等

エクスブラン デーアイ

X-PLAN360d/360L
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＜論壇＞林学研究から林業技術への道

一品質管理システムによる

フィールド研究の推進
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一
訊 壇

林学研究から林業技術への道
－品質管理システムによるフィールド研究の推進一

おおぱきはちろう

大庭喜八郎叢
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林業経営の中での収穫

管理，育成管理および

繁殖管理

林業生産は保続収穫が基本理念である。人類の森林・林業とのかかわりは

農作物，家畜とのかかわり合いと同様に，①収穫管理，②育成管理，ついで

③繁殖管理へと進んできた。図･1に森林･林業経営と研究とのかかわり合い

を模式的に示した。収穫管理のみであれば「採取林業」であり，育成管理が

加われば「普通種苗による育成林業」となる。収穫・育成・繁殖の3つの管

理が整えば「育種種苗による育成林業」になる。これらの管理のための技術，

情報等の研究蓄積は図．lの左上に掲げた時代，国，地域，目標，樹種(群)・

品種（群）および更新技術等により，また森林所有者・林業経営者により，

量と質が異なる。しかしそれぞれ広い意味での経験，伝統技術，またいわゆ

る試験研究機関での研究成果に支えられている。表．lにわが国の林業･林産

関係の研究者と最近の年間研究費の概数を示した。約2,440名の研究者が年*筑波大学農林学系教授
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の電算機の利用

②多変量解析技術の
利用

③実漂の塞林・神栗の
鑑営の中でのデータ
較笠システム
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研究成果の利用森林・林典の研究の鰍しさ

①誤差管理(品質特理〉．.'・樹休が大きな.野生撞物を扱う

②再現性の砿立鐇樹木の踊命が長L,(成熟に達する年敵）

③持釆予湧の幡密化3対象(所饗)面砺が広い

③先商魂塊が多橡で、かつその制御が困臓

曙農薦等による謹害防除はきわめて限定的

（労力，経寅．琿境汚染等）

図・1森林・林業経営と研究とのかかわり合い
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表．lわが国の林業・林産関係の研究者年間研究費の概数
（単位：人，百万円）

研究員･教官

研究費計

人件費

研究費

（科研費）

大学

1,200

(1,500）

1,200

300

国立機関

460

(2.150）

4,100

2.150

公立機関

780

(4,100）

7.000

4,100

計

2,440

(7,750）

7,450

300

全国研究機関名鑑農林水産関係試験研究要覧，文部省科学研究費補助金
採択課題一覧等により推定した

間約78億円の研究費を使い，鋭意，研究に励み，研究成果を上げている。

林業技術を育林という立場から見ると，伐採・搬出，土壌，種苗，育種，

気象害・病虫害の防除，経営・経済等々幅広い分野とのかかわり合いがある。

これらについての技術・情報の活用目的をきわめて概括的にまとめれば，①

一般的な誤差管理(品質管理)，②再現性の確立，③将来予測の精密化，であ

る。

育林における誤差管理および将来予測の難しさは，①樹体が大きな野生植

物を取り扱っている，②樹木の成熟に達する年数が長い，③対象（所要）面

積が広大で，かつ地形が急峻である，④生育環境が多様で，人為的制御が困

難である，⑤農薬等による被害防除は，労力，経費，環境汚染問題等のため

きわめて限定的である，によって生じている｡

また育林には，①各地域の環境特性への対応が必要(適応性の向上)，②成

林と収益の安全性の確保が必要（危険評価および被害制御対策)，③情報収

集，技術開発の仕事量の多さおよび仕事の遅さへの対応が必要（研究年数の

短縮)，のような宿命的な事項ｶﾖある。

図･2③，⑧に森林･林業経営タイムトンネル論（林分単位）と研究の考え

方を示した。このタイムトンネルの出口の受け手は利用・加工，流通・消費

とつながる。図･2③，⑧は便宜上，1つの林分について皆伐収穫を想定して

作図した。収穫管理（四角）と繁殖管理（円）は天然更新の場合には重複が

あり，人工植栽造林の場合には採取源，育苗，育種等は育成管理（ループパ

イプ）の外での仕事になる。このタイムトンネルは一度入ると出口（収穫あ

るいは改植）まで進まざるを得ない。そしてタイムトンネルの出口での受け

手の暖かい歓迎つまり収穫，利用・加工，流通・消費が唯一の頼りとなる。

タイムトンネルの長さは輪伐期に相当する。また，タイムトンネルの通過の

難易は，そのループパイプの長さと直径の大きさ，すなわち通過障害の有無，

難易に依存すると考える。そして森林。林業，特に育林に関する研究の基本

目標の1つは，これらの「通過障害｣，「阻害要因｣，「ボトルネック」の解消

ということに集約できよう。特に適地適木（適樹種・適品種）の実施技術，

病虫害，気象害等の被害制御が最も重要な課題である。林木育種事業につい

3

林業経営タイムトンネ

ルの中での危険管理と

研究システム

林業技術No.5651989.4
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タイムトンネル:の一度，タイムトンネルに入ると出口《収梗、あるし,は改樋）まで
速zざるを得ない

唾タイムトンキル出口の受手．収擾・利用pつユリリリ研・加エ．遼
遠・滴費が細りである

｜
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鼎

①
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図･2森林・林業経営タイムトンネル論（林分単位）と研究の考え方

ては，被害要因の種類と被害程度の分布を示す「造林阻害要因地図」を試作

し，育種目標を設定している。

一方，林業は伐採から始まるといわれているように，技術･情報の蓄積(研

究蓄積）の進み具合いも，（1）利用研究のほうが，（2）育林研究よりも先

行してきた(図・2③)。これは古くは古代から，また鎌倉，室町から江戸時代

に至る天然林あるいはスギ，ヒノキの人工林の伐採・搬出・利用・育成の中

で蓄積された経験，情報，すなわち各有用樹種の伐採・搬出技術，利用目的，

加工方法，育林技術等を思い起こせば理解できる。また，熱帯，亜熱帯の森

林の伐採利用・育成の現状を考えても容易にわかる。

図･2③に示したように，育林は大きく2つのカテゴリーに区分できる。す

なわち，育成管理と繁殖管理である。育成管理の研究は，まず（1）利用研

究：収穫期（終極）に近い林分で行われる利用に重点を置いた除伐，間伐，

枝打ち等による密度管理，材質向上，また土壌条件と立木の生長の調査等が

ある。ついで（2）育林研究：種苗・更新等（始極）から始まる採取源，種

苗，苗畑，植栽，保育，被害防除，天然更新等の生物学的研究がある。

現在，林学関係の研究活動は盛んに行われ，毎年大量の文献報告，口頭発

表がある。しかし，これらの研究成果について実際の林業家，森林の管理者

の不満が大きいように聞いている。これは多くの研究が（始極）と（終極）

付近に集中し，その間をつなぐ育成管理のループパイプの通過障害の解消，

優良材育成（育種を含めて）に関する研究蓄積が少ないためと考えられる。

もちろん，スギ，ヒノキ，マツ類等の主要樹種については，このタイムトン

林業技術No.5651989.4



ネルの通過が容易になっている。しかし，これらの育林体系は明治以前の造

林の実績経験の十分な活用，また明治以降の造林活動による幼齢一老齢の

林分の調査，研究により達成されたもので，純粋な試験研究というよりは，

実際の事業がらみの成果の集大成である。例えば，用材用広葉樹林，ケヤキ，

ミズナラ，ブナ等について研究蓄積を見ると，図･2⑧の実線部分のような形

の模式図となろう。この育成管理のループパイプに閉鎖点があれば,成林は

おぼつかない。くびれた点の数，くびれのひどさによっては成林あるいは良

材生産は困難である。これらの広葉樹についても（終極）と（始極）の近傍

の研究蓄積は容易に達成可能である。しかし，この育成管理のループパイプ

の通過障害の解消，良材育成には，（終極)からの反時計回りの｢利用学的研

究」と（始極）からの時計回りの「生物学的研究」のスムースなドッキング

が必要であり，この研究の時間（年数）はお金では買えない。すなわち先に

述べた誤差管理，再現性と将来予測の確実性という観点から考えると，いわ

ゆる試験研究機関のみの手の内で解決できる問題ではない。

以上は林分単位での研究構成であるが，現実には数百，数千の林分の集合

体の「複数ダイムトンネル」の経営管理を行っているわけである。現在，森

林．林業の多様性が求められており，それは樹種や生産目標の多様化ととも

に水土保全，生態系維持等が期待されている。針広混交林，複層林は複数樹

種による樹種混交や樹齢の異なる樹が混在する「複孔一複数ダイムトンネ

ル」の経営にあたることになる。この中で水資源，エロージョン防止，環境

保全，自然保護，レクリエーション，遺伝資源保全，炭酸ガス吸収等の広域

研究課題が与えられている。これらの問題はそれこそ巨大科学，総合科学で

あり，産学官の協力なしでは解決できない。ちなみに，先に成功裏に終結し

た国有林土壌調査および民有林適地適木調査，また現在も続行中の林木育種

事業は林学分野での巨大科学的アプローチの好事例と考えてよいであろう。

一般に研究機関における研究成果の達成見通しは次のようにまとめること

ができる。

①既存の資料の収集・整理で結果が得られるもの

②調査，実験を行えば数年-10年-20年以内に結果が得られるもの

③調査，実験を行っても結果が出るかどうかわからないもの

a･方法論ははっきりしているが,労力，経費，年数がかかりすぎるもの

b.方法論がはっきりしないもの

育林のフィールド研究には，③のa,bに該当する場合が多いことが最大

の障壁と考えられる。すなわち，森林・林業の地理的，時間的な広がりとそ

れらの多様性ならびに人為的制御の困難性，さらに樹木の寿命と比べ，個々

の研究者の研究寿命の短さのため，事業と研究とを峻別した従来の研究アプ

ローチには限界がある。その解決策は，育林事業の中への品質管理システム

の導入である。

現在のわが国が世界に誇る工業生産の量と質を支える普遍的技術の1つは，

5

育林事業の中でのブイ

林業技術No.5651989.4
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一ルド研究の推進一

品質管理システム

林業技術No.5651989.4

その高度な品質管理システムである。宇宙探査，原子力開発等の巨大科学を

支えるものは物理，化学，数学等の基礎科学とともにそれらを総合する数学

モデル，多変量解析，電算機の活用による操作制御と品質管理システムであ

る。

一般に，林学が遅れた学問分野だといわれるのは，研究者の能力や個々の

調査研究技術が劣っていたためではなく，前述の困難な条件を解決する研究

システムに問題があったと考えたほうがよい。先に述べたように，試験研究

の結果の取得，技術の検証に長い年数を要し，またそれらの結果が各地域の

物理的および生物的な環境条件さらに時間（季節，年次，樹齢）によって複

雑に変動するような場合，最も正確でかつ時間の節約になる研究手法は，事

業そのものの中で情報を集め，また技術を検証するシステムー品質管理シ

ステムを作ることである。例えば伐採，収穫，再更新を毎年実行している事

業体は単に事業成果のみでなく，いかに多くの情報の生産，また技術の検証

にかかわっているか，あるいはその可能性を持っているかを思い起こす必要

があろう。

その1例として,昭和58年度から森林総合研究所（旧林業試験場）で発足

した特別研究「スギ・ヒノキ穿孔性害虫による加害・材質劣化機構の解明」

において，同東北支所（旧東北支場）は青森，秋田の両営林局の人工造林ス

ギの伐採収穫時の写真資料を活用している。すなわち，青森営林局の発案に

より，伐採玉切り後の丸太ハエ積みの木口面に物差しを立てて撮影したカラ

ー写真の送付を受け，その解析によりスギノアカネトラカミキリの被害程度

別の本数率を求めた。3年間で254林分,合計55,868本の素材木口面に現れ

た「とびくされ」の被害本数率を地図にプロットした。被害率が高い「ホッ

トスポット」が数箇所あり，これらは，①両局の当面のスギ林伐採の収益予

測資料となり，また，②将来の被害の拡大の有無と防除方法の調査研究の問

題提起となる（農林水産技術会議･林試：昭和61年度特別研究「スギ・ヒノ

キ穿孔性害虫による加害・材質劣化機構の解明推進会議」資料,1987)。

ところで前記のような調査を研究機関のみで実施すると仮定した場合の人

手，労賃，調査経費，旅費,果ては立木代金等々 を考えれば，とうてい計画

さえも立て得ないであろう。しかし実際には，毎年，相当の箇所数，相当量

の面積について伐採収穫更新，下刈り，除草剤の利用，除伐，間伐，枝打

ち，さらに各種の被害調査が実施されている。これは先に述べた経常的な作

業であり，所定の調査が行われている。これらの調査資料の活用，またわず

かな改良を加えた調査様式による標本抽出調査あるいは分析試料の採取・送

付方を現場の人々,例えば担当区主任,SP,AG,篤林家,林業･林産業関係の

OB等の方々にお願いできれば，毎年膨大な資料の収集が可能と考えられる。

そして育林分野のフィールド研究も，①電算機の利用，②多変量解析技術・

アンバランス・データの解析技術等の発達により，ようやく巨大科学として

アプローチ可能な段階にきたと考えることが妥当であろう。アンバランス・

データの解析は米国の乳牛の育種，飼育等の研究に活用されている手法であ



る。大学等において，1頭数百万円もするような乳牛を多数購入しての実験

は，困難である。そのため多数の乳牛農家において牛を借り，各農家での牛

に育種あるいは飼料等の処理条件を一部分ずつ重複させることにより処理を

連結し，全体を総合して解析するものである。関東林木育種場において，こ

の手法を使用家系が不斉一な8カ所のカラマツ次代検定林を一群にまとめた

解析に利用し，非常に効率が高いことが判明した。そして第3の要件は，③

質の良い調査データや分析試料を多量に，かつ容易に集める人と技術のネッ

トワークを開発することである。①および②は他動的に入手でき，③は林業

関係者の知恵の出しどころであり，また責任である。

育林分野での品質管理システムの要点は，次のようにまとめられる。

①中央および地域の情報センターの活動：これには林野庁，営林局，森林

総合研究所，都道府県，大学等の密接な協力による森林・林業の強い経営意

志での運営を期待する

②現在の経常的な調査試料の研究情報化：まず,a・収穫調査，造林成績

調査，各種被害調査の結果の活用,b.前記の活用をより高めるため，従来

の調査および取りまとめ方法の改善

③新規調査事項の設置(アンバランス設計等の単純処理);a.既存林分で

の試験・調査,b・更新林分の追跡調査；各樹種の年間更新地点数の数パー

セント（抜取り検査率に相当）に背番号をつけ，立地条件，育種苗等の更新

材料，保育，枝打ち，間伐，被害等々ならびに最後の収穫時の材積材質，

収益等を電算機を利用してデータベース化し，利用する

この「品質管理システム」は，わが国のように林野諸制度が整い，林業関

連諸機関に教育・研究レベルの高い人材がそろい，基礎情報・技術の蓄積が

多く，かつ電算機の活用（計算，地図化）が可能な所で実現が最も期待され

る。それは，より簡易な，かつ十分な精度を持った調査要領，分析試料採取

要領の作成と多数の人々を組織化した「センサー（人）ネットワーク」の構

築にかかっている。現在の林業関係各機関の組織を変更することなく，また

大幅な経費増を伴わないシステム作りに知恵を絞ることが重要である。そし

てこのような「品質管理システム」は，国内林業の活性化にはもとより，今

後外国への技術援助の際にも最も必要な基盤技術となるものである。

＜完＞

※本論の内容は，1987年11月12日，日本学術会議林学研究連絡委員会の｢林学の

研究と教育シンポジウム｣および1988年10月16～29日の｢1988年筑波アジア農

業教育セミナー」において発表した。

7
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1 坂口精吾 ’

多様化･個性化する専業林家の経営方式

1．はじめに

わが国の林家は約253万戸。このうち，家計を

主に林業に依存する，いわゆる専業林家はひと握

りの存在である。昭和60年林業動態調査によれ

ば,保有山林5ha以上の林家222,000戸のうち林

業を主業にする林家は,その6．8％の14,000戸に

すぎない。これは，中小林家が圧倒的多数を占め

るという山林の零細な所有構造にも由来するが，

ただそれだけではない。保有規模500ha以上の林

家においても，複合経営の一部門として位置づけ

られ，林業を主業とする林家はその1/3に満たな

い◎

わが国の育林生産は，いわば他業種との複合経

営構造のもとで営まれてきたのであるが，材価の

低迷等国内林業を取り巻く環境の悪化は，ますま

す他部門への依存度を高めるとともに，林家の育

林経営方式にも変革を迫りつつある。その顕著な

傾向は，長伐期化である。従来の短伐期・柱材生

産から長伐期・大径材生産等への転換が，おしな

べて進行しつつある。しかしながら，経営環境の

激化の度合は林家の経営構造によって異なる。林

業に家計依存度の高い林家ほど厳しい環境に直接

さらされることとなる。専業林家においては，他

部門に依存しえない以上，林業経営そのものの再

編をも余儀なくされよう。

ひと握りの存在にすぎないが，専業林家は技術

の普及や生産活動の中核として地域において重要

な役割を果たしてきた。その専業林家が厳しい環

境にどう対応しようとしているのか。限られた地

域の事例であるが，茨城県里美村における専業林

林業技術No.5651989.4

家の経営再編への取り組みとその戦略を紹介しつ

つ，その背後にあるロジックや戦略遂行上の諸問

題等について触れてみよう。

2．専業林家の経営動向

里美村は茨城県の北端福島県境に位置し，村域

の9割が森林で占められた山村である。八溝林業

地域に属し，林業生産活動が古くから展開されて

きており,人工林率90％,41年生以上の林分が27

％ときわめて資源の成熟度が高い。林家数515戸。

保有山林5ha未満の林家が約8割と保有構造は

零細である。恒常勤務を主業とする，いわゆるサ

ラリーマン林家が5割を占め，林業を主業とする

専業林家はわずか16戸，3％にすぎない。

地域の生産活動では植伐頻度は低下傾向をたど

っているが，下刈り等の育林投資は堅実に行われ

ている｡民有林年伐採量15,000㎡のほとんどは間

伐材で，主伐は一部の専業林家に限られ，全体的

に長伐期化が進みつつある。生産活動の中核は森

林組合である｡保育はもとより，林家の素材生産．

販売のほとんどを掌握している。里美村は森林組

合を中核に･した林業地といえる。

では，林家が当面している問題は何か。5ha以

上の林家20戸を対象としたアンケート調査結果

によると，“材価が安い”“労働力不足”“委託料が

高い”“林道の未整備"が高い順位を占める。しか

し，林業経営そのものを悲観しているわけではな

い。“今まで以上”“今までと同様”に林業経営に

力を入れるという林家が相半ばする。全般的に林

家の林業経営に対する意欲はなお旺盛である。で

は，個別専業林家ではどう取り組もうとしている



のか。その具体的な内容に立ち入ってみる。

（1）林家A

保有山林は150ha・うち人工林120haで20年

生以下2ha,21～40年生20ha,41～60年生20

ha,61年生以上78haと高齢級の林分が多い｡山づ

くりが営々と受け継がれてきている。スギ65年，

ヒノキ75年の長伐期が先代の経営方針｡だが,51

年の相続から税支払いのための施業を余儀なくさ

れている。当初は高齢級間伐でしのげたが，今は

2haの択伐。ha当たり100本を残し，スギ挿し木

苗3,000～3,500本を樹下植栽する二段林施業に

よっている。労務は主に森林組合によるが，自家

労働を間伐，作業道開設に投入。材の販売は山元

随契または組合委託を適宜選択する。路網の拡充，

機械化によるコストダウンヘの取り組みに懸命で

ある。

この経営方式を，相続税の支払いが完了した時

点から，伐期80～100年の長伐期・大径優良材生

産を目的に，自家労働を主体としたいわば家族経

営的林業に再編していくという。すなわち，伐期

をさらに長期化することによって，植付け，下刈

り等を自家労働主体で実施しうる範囲に伐採面積

を縮小するという自己完結の戦略展開である。

（2）林家B

保有山林99haのうち人工林95ha｡20年生以下

21ha,21～40年生19ha,41～60年生6ha,61年

生以上49haとこの林家も資源が厚い。相続税完

納後，スギ70年，ヒノキ80年伐期の複層林づく

りを目指している。このため，伐採は高齢級間伐

を主体に一部択伐を実施｡年伐量500～600㎡･択

伐跡地にスギ精英樹3,000本を植栽。労務は自家

労働，雇用，森林組合委託の組み合わせ。販売は

山元随契または森林組合委託による。

もくろむ経営方式は林家Aと同様，家族経営的

林業である。すなわち，施業方針は現行の長伐期

複層林だが，作業システムは路網の拡充と機械化

により自家労働を主体にするという。販売につい

ても有利販売のため独自の市場開発に取り組むと

いう。この方式の確立には保有山林規模の拡大が

必要であり，逐次林地を集積していきたいという。

9

（3）林家C

保有山林80ha･人工林76haは5年生から100

年生までほぼ均等に配置され，法正状態の森林が

出来上っている。利用間伐を主体に家計事情によ

り，一部小面積皆伐を実施。労務は自家労働と雇

用労働。主伐は主に注文生産で，間伐材は自家製

材のうえ製品市場に出荷している。

この林家の目指す経営方式は加工・流通部門を

含めた一貫林業経営である。すなわち，育林経営

から川下部門への参入による一貫経営への転換で

ある。このため，製材・加工部門の充実と市場開

発を図りつつ，山林保有規模を200haまで拡大し

ていくという。今はその準備段階にあることから，

極力，経費の圧縮に努めているという。

3．専業林家の行動様式とそのロジック

個別専業林家の行動様式の背後には，意識する

しないにせよ，経営戦略上のロジックが用意され

ている。まず，市場戦略の明確化である。差別化

製品か標準製品かの選択である。上記の林家では

いずれも高級大径材という差別化製品をもくろん

でいる。すでに成熟した資源を継承し先発者利益

を得るという点で，合理的な選択といえる。資源

の厚さを増すことは伐採・搬出コスト低下をもた

らす。林業経営に利回りといった観念的な評価を

とらない。

次に業態の選択である。林家A,Bでは育林業

に特化し，林家Cでは製材・加工過程の内部化に

よる一貫経営を目指している。当然，業態の選択

は外部環境のほか市場戦略や内部の経営資源にも

規定される。一般的に川上に位置する素材産業は，

川下産業に対して価格交渉力等で劣位に立つ。そ

の意味でC林家はより積極的である。しかし,A,

B林家では交渉力のある高級大径材生産という，

いわば絞り込み戦略のもとで独自の市場開発をも

くろんでいる。業態としては育林業にとどまって

いても，機能的には完結した経営といえる。

業態の選択とその中での経営資源の合理的な配

分と組織化がそれぞれ具体的な経営方式を生み出

す。林家Aは家族経営的長伐期方式，林家Bは家

族経営的複層林方式，林家Cは一貫経営方式とも

林業技術No.5651989.4
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いえる。高付加価値材の生産とコストの徹底した

削減という点では共通しているが，目指す経営方

式は3者それぞれに異なる。

このような専業林家の個性化・多様化は，林業

を取り巻く時代環境の産物ともいえる。かつての

良き時代には林家の資源の造成は，短伐期・柱材

に向けられていた。しかし，市場構造は外材の定

着等によって大きく変化し，材価の低下と労賃等

の高騰は育林経営の収益性を著しく低めた。この

ような経営環境の変化は，好むと好まざるとにか

かわらず，林家に経営者，企業家としての能力発

揮を要求する。時代環境が企業家としての林家に

変身を迫っている。林家の経営資源に即した個別

対応が，結果的に多様な経営方式を生み出してい

るのである。

上記の林家は成熟した優良資源を継承している。

その点では恵まれている。並材主体の専業林家で

はますます厳しい対応を必要としよう。並材で知

られる日田地域でも長伐期化のほかに，天然しぼ

や広葉樹の植栽等個性的な戦略を展開する林家が

見られるようになった。これには，世代の交代や

現行制度も加担している。相続税の支払いを契機

に経営方式を転換する林家が多い。いずれにせよ，

専業林家の林業経営に対する見方は基底から変化

しつつある。単に在来の方式を継承するだけでは

生き残れない。そんな切実な思いが個性的な経営

方式への模索と再編に駆り立てているのである。

4．林業経営の活性化について

林業生産活動は，全般的には停滞傾向を示して

いる。だが，その裏には個別林家の経営方式の再

編という要因もある。その多くは長伐期化，複層

林化等をもくろんだ森づくりへの移行過程にある。

そのことが見かけ上林業経営を不活性化している

面もある。とりわけ，専業林家では経営環境に即

して種々な経営方式再編の取り組みがなされつつ

ある。そのもくろみのすべてが成功するとは限ら

ないが，経営戦略を明確にした個性的な林家が各

地に芽生え定着することが，わが国の多様な森林

づくりや地域林業の活性化に欠かせない。

しかし，その途上には幾つもの関門がある。制

度面での問題や基盤整備の立ち遅れ，労働力の確

保等個別林家では解決しがたい難問が山積してい

る。もちろん，行政面から各種の助成策が講じら

れているが，施策そのもの自体の性格として政策

目的に沿った標準化を求め個性化を促すものでは

ない。現行制度も短伐期林業の枠組みを残したま

まである。なかでも，最も緊急の課題は，労働力

問題であろう。後継者とともに林業生産を担う人

的資源は確実に枯渇化しつつある。省力化や個性

化に対応した優れた人材を経営内部にいかに確保

していくかだが，農山村の現状から個別林家レベ

ルでの対応には限界がある。やはり作業機能を担

う組織の存在が欠かせない。森林組合労務班をは

じめとする作業機能を担う組織の充実・育成が，

地域林業の核となる多様で個性的な林家を育成・

定着させるうえでも政策上の緊急課題であろう。

（さかぐ"管‘，ご森林総合研究所鑿蕊）

ビジュアルでわかりやすい一日林協の普及図書

間伐の手引〈図解編＞
一選木から伐採・搬出・利用まで一

林野庁監修B5･20頁・カラー･600円（〒共）

間伐の効果,作業の手順,伐採･搬出･利用･販売までの間

伐のすべてを詳細なイラスト・写真でみせる。

森と木の質問箱
森野庁監修・日林協編

B5．64頁・カラー･500円（〒260)

林業技術No,56519894

間伐の手引〈解説編＞
一選木から伐採・搬出・利用まで一

林野庁監修B5･60頁・600円（〒共）

現実に密着した間伐の実際面を中心に間伐問題全般につ

いて，事例をまじえながらわかりやすく解説。

空勝る"緑"の技術
日林協編B5･52頁・カラー・900円（〒共）

蕊定価には消費税は含まれていません

（社)日本林業技術協会一



11

金谷紀行

国産材を活用した大型木造建築物
－建設にあたっての技術的課題一

出されている。

大規模木筵鍵築物が各地に建設され，今や木造建築

ブームの観さえある。地域の林業・林産業の活性化，

振興対策，町づくりといったことから，いろんな試み

の1つの目玉としてモデル木造が華々しく建てられて

いる。

はたしてこうした動きが意図した方向に，また，需

要拡大のステップとしてつながっていくことになるの

か，今の動きを永く持続していくためにはどういった

努力をしなければならないのか，などを今こそ冷静に

考える必要があるのではないかと，筆者は思っている。

それはさておき，大型木造建築物が建設されていく

中で，建設可能にした技術面での話題を拾ってみたい。

1．はじめに

かつて木造建築物は，火災，地震等による自然災害

などから法的な制約を受け，研究者も建築業界も木材

への関心を薄め，木造建築生産実績は減少の一途をた

どる結果を生んだ。ところが最近になって，かつての

木造離れの様相が大きく変わってきていることは周知

のとおりである。

建設省内には木造住宅振興室が設置され，研究の面

でも建設省総合技術開発プロジェクト（通称総プロ）

において3階建木造，大断面木造等を含む木造建築に

かかわる諸問題が取り上げられ，また，建築行政の面

でも建築基準法の改正，農林水産省林野庁における木

造化推進事業等，各省庁においていろんな方策が打ち

Ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
規
模
・
昼
在

騒蕊謡

Ｔ
ｌ
１
大
断
面
求
道
の
規
罵
技
嗣
墨
率
、
棚
適
獣
騨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ア
」

N

涯望-エ

N

評 蓄

N

蝿I閲令46条2鯛 令蝿条2鴫 令46麹頃』令46条2膜

大筋耐末造の規定大冊耐 規定｜大断面木造の規定11大断面木造の蝋礎大断面木造の

皐卜簿言ﾄーｴ 鯉蓮潅猶
一
Ｎ

猶
一
Ｎ

1

Ｊ

枩
臣
の
鯉
め
る
隠
適
獣
例
Ｔ
Ｉ
Ｉ
↓

陸
舌

示

砲 変
Ｎ
》
罰

変
Ｎ
》
罰

El聖

織滞 鱸難藤
轍

論,9,鱈

關
HBA CCl、 FIG

）EM。
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許容応力度計算（後述）で済ませられたが，今では許

容応力度計算はもとより，建物の変形，保有水平耐力，

偏心率，剛性率，筋かい架構の応力の割増し，火災に

対する燃えしる計算など，規模の大きさによってチェ

ックすることが要求される。

3．建物の設計と材料

大型木造建築物には，大断面の木材や集成材が主要

構造部材として用いられることになる。これらの材料

が曲げ，圧縮，引っ張り，せん断といった応力を受け

るとすると，大きな変形を生じたり破壊しないように

設計しなければならない。そのために木材や集成材に

表.1木材の繊維方向の許容応力度'）（単位:kg/cm2)

2．大型木孟裁篝襄物を建てるには

前述したように，日本の各地で公共の大型木造建築

物が建てられてきているが，研究の成果はもとより，

行政庁や建築家の努力に負うところが大きい。

大型木造を建てるにはいろんな制約があり，これを

解決してはじめて可能なのである。図･’の椛造設計の

フローを見ていただきたい。図中のY,NはYes,

No,令は建築基準法施行令,告示は建設省告示を示す

ことはいうまでもないが，大型の建物を建てるにはこ

のフローに示すように，1つ1つのステップを解決し

ていかなければならない。例えばこのフローに従い，

｢木造で3,000m2を超える建物｣とすると，答えは｢建

築不可」であり，建てられない。「3,000m2を超えな

い，茶室でもない,建吻の最高高さは13mを超えるが

31m以下，軒の高さは9mを超えない」とすると「大

断面木造の規定に従いなさい」ということになる。こ

の規定は建築基準法施行令第46条第2項,令第115号

の2，令82条の2，3または4，建設省告示第1916号

または第1917号に従い構造計算をやりなさいという

もので，なかなか容易ではないことがおわかりいただ

けよう。

2階建の住宅レベルの建物では，風や地震力に抵抗

するために壁量の規定があり，これを満たしておけば

特別に難しい問題はなかった。しかし，大型木造とな

ると，鉄骨造やコンクリート造並みの計算による構造

安全性のチェックが必要とされる。従来大型建物でも

表･2構造用集成材の＃

短期応

力に対

する値
s/

長期応力に対する値

蠅
晩

樹種 圧縮

,人

世l断函
醜

コ
コ

$人

アカマツ，クロマツ，
ベイマツ

75 60 95 8、
岬
‐
」
ｌ
ｌ
ｍ
吟
‐
」
帰
山

坐
珂
壹
奉

カラマツ，ヒパ，ヒノ
キ，ベイヒ

70 90 755

ツガ，ベイツガ 65 50 85 7

勇鶴
する値
の2倍

モミ，エゾマツ，ト侭
マツ,ベニマツ,スギ，
ベイスギ，スブルース
樹Ⅳ 60 45 75 6

90180113014

クリ，ナラ，ブナ，ケ
ヤキ

70 100 1060

構造用集成材の繊維方向の許容応力度2）
(単位jkgf/cm2)

長期許容応力度

,a/il,_/z=|蝿型零|!八窪‘ふ率

短期許容
応力度
墓〆

樹種 等級
【~ハ

Ａ
１
類
一
Ａ
２
類
一
Ｂ
１
墾
Ｂ
２
類

針
葉
樹

ベイマツ・ソ連カ
ラマツ

115 110
95
80

級
級
級

特
１
２

165
145
120

140
130
110

12
12
12

－
０
戸
。
一
ｂ

ｅ
●
■

０
０
０

１
１

砺
卯
１

ヒバ・ヒノキ・ベ
イヒ

級
級
級

特
１
２

105
95
80

100
90
75

５
５
０

５
３
１

１
１
１

130
120
100

１
１
１

１
１

５
５
５

９
９
９

アカマツ
ツ・ツガ
ガ

マ
ツ
ラ
イ
カ
ベ

級
級
級

特
１
２

０
０
５

０
９
７

１ 95
85
70

５
５
５

４
２
０

１
１
１

115
110
95

10
10
10

５
５
５

凸
申
血

８
８
８

・
マ
ス
ヌ
ジ
ボ
＊

ミ
艀
息
ツ
莞
ン

モ
ト
ツ
ギ
ロ
ン
イ
蕊

●ツ涙工甲ミ
膵
糺
ツ
塾
｝

長期許容

応力度の

2倍

級
級
級

特
１
２

90

80

70

５
５
５

８
７
６

135

115

95

110

95

85

ｎ
〕
〕
〔
ｕ
〕
ｎ
ｕ
Ｕ

０
０
０

８
８
８

ナ
毎
モ
タ
ト

ブ
キ
タ
イ
ピ

ナ・カバ・ケヤ

言う(題言：
タヤカエデ・ア
トン

級
級
１
２

105

95

叩
砺

１ 150

125

135

115

12

12

貝
》
戸
。

０
０
１
１陰

広
葉
樹
§｣_塁
注）＊

ラワン
｜蝋’381語｜淵｜

ベイスギ・ロッジポールパイン・ポンデロサパインは，
棚’181龍｜
小断面の構造用集成材の場合にのみ

使用できる

寒＊x－馴軸は荷重方向または,たわみ方向と積層面が直交する場合,y-y軸は平行な場合である
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表･4木材の繊維方向の許容応力度試算例'）(単位:kg/cm2)表･3樹種群の基準強度値即

圧
強
縦
縮
さ

助
蝿
さ

ｊ

う

う

一
一
一
一
く
励
唖
一
一
一
一

て丸めく

極
一
一
一
一

０

唖
晩
叩
沁
耐
”
”
肌
卿
皿
岬
加
佐
眼
加
極
極
刑

紳
侮
謝
謝
紳
飯
醐
認
瑞
価
刀
闘
闘
弱

一
一

一
一

１
－
２

今
擢
躍
争
擢
艫
争
濯
躍

Ｆ
葉
０

×
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
×
ｒ
ｌ
く
－
１
×
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

×

ａ
樹

０

樹
×
Ｆ
葉
断
仮
葉

×

ａ
樹

α

嘩
仁
針
伽
↑
針
餉
猴
針

曲げ
強さ

種樹

アカマツ，クロマツ,ベイ
マツ

450 800 90 醒
乃
刈
龍
帥

I

針
葉
樹

カラマツ,ヒバ,ヒノキ，
ベイヒ

425 750 80Ⅱ|ベネピ"，ー'
1111ツガ，ベイツガ 400700180

モミ，エゾマツ，トトミマ
ツ，ベニマツ，スギ,ペイ
ス弟スブルース

650 70350ハ

カシ|55011.100
クリ，ナラ，ブナ,ケヤキ’4301850

160

110

広
葉
樹

Ｉ
－
Ｈ 幌

駆
帥
龍
乃

は設計するための数値が決められており，これが許容

応力度といわれるものである。表･’が木材の許容応力

度，表･2が構造用集成材の許容応力度である。許容応

力度は実際に試験した値より非常に低く見穣もられて

いる。許容応力度は無欠点の木材試片を使った試験か

ら，例えば表･3のように樹種グループの基準強度値が

与えられ，この値に木材のバラツキ（4/5)，欠点（節，

目切れ，丸身）による低減（α値)，破壊強度に対する

比例限度の比（2/3)，長期応力に対する短期応力の比

(1：2)などを考慮しているため，実際の値よりも低く

抑えられていることがわかっていただけると思う(表・

4参照)。

集成材についても同様の扱いで許容応力度が決めら

れており，特級，1級，2級の3つの等級について数

値を変え，用途に応じて対応できるようにしている。

許容応力度設計では，この許容応力度より低い使用応

力で設計しなければならない。許容応力度を決める基

となるデータが，最近国産針葉樹についても蓄積され

てきている。現行の体系では，1樹種1許容応力度と

なっているが，研究の進展に伴い充実していくことが

期待されている。産地間の強度性能については，研究

資料が十分でないため，現時点でははっきりしたこと

はいえないようであるが，樹種によってははっきり出

てくるものもある。しかし産地だけでなく，品種や採

材部位，施業方法などを考慮した検討が重要になって

きている。設計には建築基準法施行令や建築学会の計

算規準に示される数値を使うのが一般的であるほか，

実験結果によって決めてもよいことになっている。

建物の変形計算が大規模木造に要求されていて，部

材の変形や接合部の変形を考慮した設計をしなければ

ならない。もっとも実際には許容応力度が欠点等を考

慮して低く決められていること，接合部を構成するに

は接合具の配置を考えると部材は余分な太さで見なけ

ればならないことなどから，部材そのものの変形より

1入

8

7
7
6

も，接合部の変形が建物の変形を支配することが多い。

4．建物と接合部

建物は地震力や風圧力などの外力を受けると変形す

るので，変形制限の規定が設けられている。部材の変

形と接合部の変形が建物の変形に関与しているため，

この計算をしなければならない。部材の変形は，材料

の強度や剛性を用いて計算するとしても，特に問題と

しなければならないのは，接合部の変形であることは

前に述べた。

かつて木構造の接合部の設計には木材同士の変形

(例えばめり込みによる変形)，接合具として挙げられ

ていたものがくぎ，ボルトのみであったため，設計を

困難にしていたきらいはあるが,昨年11月に日本建築

学会から木構造計算規準が出され，くぎ，ボルト以外

の接合具に関する設計資料が整備された｡表･5にそれ

らを概観することができる。

各種接合具の許容耐力，荷重一変位曲線が示された

ことによって，接合部の設計，建物の変形計算ができ

るようになった。接合部に要求される性能は，剛性や

耐力が高く，変形に粘りがあり，耐久性，施工性，経

済性の優れたものであることであるが，各種接合具が

取り上げられたことによって，建物の構造形式や接合

の部位によって接合具や接合方法を選択することが可

能となったといえる。

5．おわりに

林業技術No.5651989.4
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表･5接合具等の授略I)

潅期許容せん断
耐力(参考値)'1

接合具等 適用される撚造まだは部位 薩工朗工 剛性

全構造｡多数本使用により大規模
構造の主璽揺合部にも適用可／＜き 自動くぎ打機が利用可艶 高い 56kgf(NW)

″
ポー ド類の取付け｡側材ガ金属で
もよい

木ねじ 電動ドライバーが利用可能 高い 61kgf('4.1m)

〃
”

中~大規撹樋造の比齪的軽微な接
合部

翻板を添え板としてくぎと同僚に打
ち込む

グルーラムリベット

ボルト

高い 110kgf(FN50)

先孔あけが1M震｡孔径はポﾙﾄ径と
できるだけ同じとする

2段の先穴あけ(穴径は規定)か必
要

先孔との筒にすき間
があると匿い

1｡O65kgf(M12)z1
2‘卿熔f(M20)

全擶造

少
全勝造｡断面の大きな木材に向い
ている

445kgf('12m)3)
740kgf(d20M)

ﾗグスクリュー 普通

／ 5Wkgf('12m)"
1,540kgf(dOm)

ドリフトピン 中～大規摸罷造 先孔あけ（孔径は同寸）ガ必要 普通

。
中~大規模櫛造。木材と木材の接
合

先孔あけと専用刃物による溝切りガ
必要

スプリットリング 普通 1,360kgf(64m)

。
中~大規模櫛造。主として鋼板と
木材の接合

先孔あけと専用刃物による彫込みが
必要

スプリットリングやジベルと同椴。
圧入型の場合はプﾚｽガ必要

プレスガ必要｡原則として工場で加
工する

ボルト孔あけ,座金彫りガ場合によ
っては必要

シアプレート 普通 1.9Mkgf(67m)

⑥
函
享

彫込み型は普通
圧入型は高い

その他のジペル 中~大規模欄造 最大5"剛昭罷獲

メタルプレート
コネクター

トラスの簡点 高い 10"f/dr(A社)4】

住宅構造。中~大規模の軽微な接
合部にも湾用可能

住宅用接合金物

和風の購手・仕口 鰺 朋工の程度に依存す
る

在来樋法 磯願プレカットもある

注1）ベイツガ･スプリットリング・ﾒﾀﾙﾜ1ノート･その他のジペﾙ以外は闘板瀬え仮接合を想定
2）長さ10.5qwの2面せん断の這
3）畏さ8dnの値
4）片面についての値

建設事例の中で何が問題となったかを拾ってみると，

本誌561号3)に紹介された熊本県小国町の立体トラス

構造による各種建物，奈良シルクロード博のパビリオ

ンとして建てられた木造格子シェル構造，和歌山県竜

神村のスギ集成材を用いた立体トラス構造，スギ丸太，

集成材，合成梁を用いた徳島県に見られる木造建物

等々，ここ数年間に国産針葉樹材を利用した建物は相

当数にのぼるが，これらの建てるときに設計上問題と

されたことは，①木材の乾燥，②接合部の耐力を維持

するための割れや節などの欠点，③各種欠点と強度，

④年輪幅の制限(6mm以下),など共通したものがほ

とんどである。設計のためには，建物に使う材料のバ

ラツキや接合部など信頼性がいちばん気になるところ

で，建設地域の材料に対して各種のデータが要求され

たといってよい。許容応力度は示されているものの，

設計者は安心していないため，結局地方の研究機関が

核となり地道な研究が進められ，設計者と綿密な打ち

合わせが行われたのである。

社会経済情勢は目まぐるしく変化し，地域の活性化

のためにどこでも熱い思いを大きく膨らませているが，

我々が取り組むべき問題は山積している。国産材の利

用に向けての施策は強力に進めなければならない一方

で，品質が安定し，まとまった量をコンスタントにし

かも低コストで供給でき，技術的な課題に答えられる

ものが用意されていれば，需要者は国産材を使いたい

のである。

前にも述べたように，ユーザーが要求している技術

的課題は，あまり高度でない素朴な疑問なのである。

にもかかわらず，我々は高度な技術論に終始しすぎて

いるのではなかろうか。「木材屋の木材知らず｣になら

ないためにもここで少し頭を冷やし，国産材時代到来

に向けて取り組むことも必要なように思えるのである。

（かなやのりゆき・森林総合研究所木材利用部）

参考および引用文献

1）木質構造建築続本一テインバーエンジニアリングの
すべて，木質機造研究会編，井上書院（1988.11）
2）木構造計算規準・同解説，日本建築学会（1988.11）
3）小邦徹：木を生かした町づくり－熊本県小国町の
地域振興，林業技術No.561(1988.12)
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荒木誠

ヒノキ複層林の土壌保全効果

1．はじめに

近年，産業生活など社会情勢の変化に伴い，

森林に対する国民の要求も多様化し，木材生産ば

かりでなく，水源かん養山地災害の防止，自然

環境の形成・保全など公益的機能の発揮が期待さ

れている。一方，木材生産業としての林業の経営

は厳しく，育林作業の省力化など低コスト化への

取り組みが重要な課題となっている。このような

情勢に対応するための森林施業の1つに複層林施

業があり，昭和62年に改定された政府の｢森林資

源に関する基本計画並びに重要な林産物の需要及

び供給に関する長期の見通し」では，複層林施業

の推進が取り上げられ，その造成のための施策が

講じられているところである。

ところで，日本ではヒノキがたいへん重要な造

林樹種であり，全国の人工林1,000万haの約25%

をヒノキ林が占めている。しかし，樹冠を閉鎖し

たヒノキ林では，林内照度が低く下層植生が貧弱

であることと，ヒノキ特有の鱗片葉が落葉後，細

片化して移動しやすくなるため，表層土壌の侵食，

養分の流出などによる地力の低下が指摘されてい

る')2)3)。特に下層植生がほとんど消失してしまっ

たヒノキ林では，林地のリターと土砂の移動．流

出が著しく大きくなる4)5)6)｡一方,低木,草本など

の下層植生や落葉などの地被物は，雨滴侵食の防

止に大きな役割を果たしていることが指摘されて

いる7)。したがって，ヒノキ林では林内照度が極端

に低くならないようにコントロールして下層植生

を豊かにするとともに，落葉落枝など地被物を維

持していくことが重要である。そのためには，適

度な枝打ちや除・間伐を行うことが有効であるが，

もう1つの方法として，複層林の造成が考えられ

る。複層林化することによって，林内の光環境を

改善することができる8）（複層林にすれば必ず光

環境が改善されるというわけではなく，藤森9)は

下木の大きくなった二段林で下層植生が少なくな

る事例もあることを指摘している)。また,連続し

た複層林施業においては，常に立木が存在し，皆

伐一斉林施業のように林地が一時的に裸地化する

ことがないので土壌の物理性や化学性の悪化，雨

滴侵食，養分の流出，土壌の流亡などを避けるこ

とができると考えられる。

このようなことから，ヒノキ複層林が土壌保全

上どのような効果を発揮するのか考えてみたい。

2複層林施業の特徴

藤森9)は，複層林のさまざまな利点と欠点を検

討し，複層林施業の普遍的な利点として次の5つ

を挙げている。

①皆伐に伴う表層土壌の破壊，流亡を防ぐこと

ができる。これは地力維持，水源かん養に関する

マイナスを防ぐことができるものである

②日陰の作業しやすい場所を提供する

③植栽，下刈作業の省力化が図れる

④収穫の間断を小さくし，保続性の高い林業経

営の基盤として優れている

⑤上に関連して，労務配分の平準化が図れる

また，普遍的で最も大きな欠点として，

①下木を傷めないように伐出するには手間がか

かり，コスト高になる

ことを挙げている。

林業技術No.5651989.4
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このうち，土壌保全に関係するのは，利点の①

であり，藤森は複層林施業の土壌保全効果を非皆

伐である点に求めている。森林の皆伐が土壌・地

力の悪化をもたらすとの指摘は多くあるが，小

林'0)は，47年生のヒノキ一斉林の皆伐前後の土壌

を調査して，表層土壌の容積重の増加，粗孔隙量

および最小容気量の減少とその結果としての透水

性の減少を明らかにし，皆伐が土壌の物理性の悪

化をもたらすことを指摘している。また，後述の

ように宮川ら!')'鋤は，一斉林の皆伐新植地で裸地

率が高く，地表物質・土砂の移動量が多いこと，

表層土壌が著しく乾燥することなどを認め，荒木

ら'3)'4)は,皆伐によって粗孔隙率が減少し,透水性

が悪くなることを示している。

森林の土壊保全に関するこれまでの研究成果を

検討したうえで，有光'5)は,Ao層を含めた表層土

壌を保全する施業の重要性を述べ，そのためには

複層林あるいは択伐林施業などの非皆伐施業が望

ましいとしている。また，塚本'6】は，水･土保全と

森林施業について論じた中で，国土保全の重要性

を説き，急勾配斜面の潜在崩壊危険地では樹木の

根系量を急減させない施業法として非皆伐施業で

ある択伐林や複層林を推奨している。このように，

地力維持や土壌保全の視点から複層榊匝業が提唱

される最も重要な理由は，ヲ階伐施業であること

による。

3．複層林における地床状態および

表層土壌の実態

宮川ら''1は，東京営林局笠間営林署管内の①ヒ

ノキー斉林（77年生)，②一斉林を本数で50％間

伐して枝条棚積み・下木植栽を行った複層林，③

一斉林を皆伐して一斉造林した皆伐新植地，のそ

れぞれに調査区（①:対照区，②:間伐複層林区，

③:皆伐新植区)を設けて，地表物質の移動量の変

化，土壌水溶存成分の動態土壌水分・温度の変

化などを調査した。宮川らは，その調査結果から，

地表物質の移動量は皆伐新植区で最も多く，つい

で間伐複層林区，対照区の順であり(図・1)，皆伐

施業が地表物質の移動童を多くする傾向があるの

に対し，間伐複層林ではそれが少ないことを明ら

kg/10m

901 口皆伐新植区
～

棚」
一

10

一
…
●
一

間伐複層林厩

棚上
向

細
土
礫
有
機
物

30

20
対照1基
一

1(） 棚1

銅認唄閏鶏
1212121212

図･1年間地表物質の移動量(IWiilllの数字は年次）

（樹川らjO))

策者注：「|肌上』，「棚1，.｣は．それぞれIIIII縦みきれた枝

条の斜而k方およびド方に股W繕れたI:砂受

け器によって捕集されたことを,l；す

かにしている。また，間伐複層林区および皆伐新

植区の棚積みされた枝条の下方では対照区よりも

移動量が少なく，枝条棚積みによる地表物質の移

動防止効果がたいへん大きいことも示している。

この後半の結果だけで判断すると，皆伐新植地で

あっても枝条棚積みを行えば，表層土壌や地表物

質の流出は少なくできるように思われる。しかし．

棚積みされた枝条の斜面上方の地床，表層土壌を

調査した結果から，皆伐新植区で裸地率，雨滴に

よるリルの出現率が高く，地表面侵食の度合が大

きいことなどが認められ，皆伐新植区の地床や表

層土壌が間伐複層林区に比べて悪化していること

が明らかにされている。また荒木らl4jは,3つの調

査区の表層土壌の物理性を比較して，孔隙率が皆

伐新植区で最も少なく，間伐複層林区，対照区の

順で多いこと，孔隙のうちでも，降水の浸透や水

源かん養機能に大きな役割を果たすと考えられて

いる粗孔隙率が，間伐複層林区より皆伐新植区で

少ないことを明らかにしている。

この調査対象の複層林は，伐期に達している一

斉林を間伐した後に樹下植栽を行って複層林化し，

下木が成長した段階で上木を伐採するもので，藤

森9)の区分による短期二段林である。これは更新

期間を複層林でつなぎ，皆伐に伴うデメリットを

休業技術No.5651989.4
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えで，複層林の主伐（上木伐採）は，下木林が存

在することにより林地を裸地化させないので，一

斉林の主伐（皆伐）より地床や表層土壌の状態を

変化させることが少なく，土壌保全の面で好まし

いことを指摘している。

さらに，富士山麓南西緩斜面にあるヒノキ複層

林，一斉林，皆伐新植地を調査した結果を基に，

宮川ら17)は，複層林ではAo層の被覆度合が高く裸

地率が低いこと，林床植生，地表のコケ類が豊富

であることから，その地床および表層土壌が安定

していることを明らかにしている。しかし，この

調査では，一斉林においても林床植生が多く，裸

地率が低いので，雨滴による侵食などは認められ

ず，皆伐新植地でも林床植生が豊富で裸地率が低

く，地床が安定していることを認めている。ただ

し，この一斉林は適度に間伐されてきたため，林

内の光環境は比較的良好である。また，皆伐新植

地はこのような一斉林を伐採したもので，伐採後

8年経過している。一方，表層土壌の物理性の測

定結果から,荒木ら'8)は,粗孔隙率および透水速度

が一斉林で最も大きく，次が複層林であり，皆伐

新植地で最も小さいことを示している。これらの

ことから，ヒノキの一斉林であっても，適切に保

育されていれば，地床や表層土壌を良好な状態に

保つことができること，皆伐の影響は伐採後8年

目で，表層土壌の物理性にはある程度残っている

が，林床植生や地床状態にはほとんど認められな

いことを指摘している。

しかし報告で述べられているように，この調査

根pF1.7簸小容賞

鶴、ﾐ､i'1密W岨／
…I、秀一･･I

i愚
細1

、､
皆伐地

下木林

襖肘林

唾I…‐一I ﾛ

函I唾ロ 戸司

11

020406080100％

図.3固相・孔隙率（能木ら'2))

避けようとするものであるが，調査結果では，そ

の効果が明らかとなっている。

また宮川ら'2)は，前橋営林局今市営林署管内に

ある①複層林(上木74年生，下木11年生)，②そ

の複層林の上木を伐採した下木林および③それに

隣接する皆伐新植地の3林分を調査して，皆伐新

植地や下木林では表層土壌に乾燥した薄層と乾性

の土壌構造を多く認め，その度合が皆伐新植地で

より顕著であること(図.2)，下木林のほうが皆伐

新植地に比べAo層の被覆度合が高く，裸地率は低

いことを明らかにしている｡そして荒木ら13)は,同

調査地の表層土壌の物理性を測定して，皆伐新植

地と下木林の表層土壌が擬水性を持つため透水性

が劣ること，孔隙率が減少すること（図.3）など

を示し，これらの傾向が，下木林より皆伐新植地

で顕著であることを明らかにしている。そして，

それらの結果は，伐採に伴う土壌のかく乱，林相

や林床植生の変化による地表の乾燥などさまざま

な要因によってもたらされたものであるとしたう

林業技術No.5651989_4
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地では，緩傾斜で地表物質の移動が少ないこと，

表層土壌の透水性が高いため地表流が起こりにく

いことから，地床や土壌が安定していることを考

慮する必要力ざある。もし，急傾斜で透水性が低け

れば，地床や表層土壌はもっと悪化していた可能

性もある。

4．まとめ

ここで，これまでに述べた3調査地域における

複層林の土壌保全効果を，地床状態および表層土

壌の調査結果の範囲で評価すると，次のようにな

る。

①伐期に達している一斉林を間伐して樹下植栽

を行った複層林のほうが皆伐新植地より勝ってい

る

②上木が伐期に至った複層林において主伐を行

った下木林のほうが皆伐新植地より勝っている

③薗度な除・間伐などの保育がなされた一斉林

の地床および表層土壌の状態は，複層林とほぼ同

じである

①と②から複層林施業の更新は，一斉林の更新

に比べ，土壌を悪化させることが少ないことがわ

かる。また③から，複層林が一斉林に比べ，特別

に優れた土壌保全機能を有しているわけではない

ことがうかがえる。しかしこの点は，前述のよう

に調査地が伐採による土壌の変化を引き起こしに

くい所なので断定できない。

一口にヒノキ複層林といっても，種々の施業形

態のものがある。例えば,藤森9)は，ヒノキ林内に

比べコナラ等の落葉広葉樹林内に植栽されたヒノ

キの成長が良いことから，落葉広葉樹の下にヒノ

キを植栽する方法を複層林施業の1つとして提唱

している。宮川ら(100回日林大会発表・予定）

は，東京営林局河津営林署管内の上木ケヤキー下

木ヒノキの複層林を調査して，ケヤキの落葉が地

表を被覆して裸地率が低いため，ヒノキー斉林に

比べ雨滴衝鑿による土柱の発生や細根の露出度合

などが少ないことを認めている。それが，土壌保

全上どのような効果をもたらすのか解明していく

必要があろう。

また，複層林施業では一斉林施業に比べ伐採．

搬出に高度な捌『が必要とされ，そのコストも高

くなる。したがって，すべての場合に複層林施業

がよいわけではなく，土壌保全の面に限れば，皆

伐によって土壌が悪化する可能性のある所で必要

な施業と考えられる。そのためには，皆伐が土壌

に与える影響を評価し，施業方法に指針を与える

立地区分をしていくことが必要であろう。

以上，ヒノキ複層林の土壌保全効果について，

筆者らの調査結果を中心に検討してみたが，地床

状態や表層土壌などについての研究は，まだ緒に

ついたところであり，複層林施業が土壌保全に果

たす役割を明らかにするためには，施業方法や立

地条件が異なる複層林についての調査事例を積み

重ねつつ，さらに検討を進めていかなければなら

ないと考えている。

（あらきまこと．森林総合研究所森林環境部）

文献

赤井龍男(1977）：ヒノキ林の地力減退問題とその考え
方，林業技術419，7～11
橋本与良(1970):林地生産力の維持･増進，わかりや
すい林業研究解説シリーズNo.39,日本林業技術協会
吉村健次郎ら(1982):人工降雨によるヒノキ林内の落
葉，土壌等の流出移動について（Ⅵ)，93回日林論
347～348

赤井龍男（1981）：同上(1I),92回日林論,213～214
井上輝一郎ら(1987）：ヒノキ単糾淋における落葉およ
び土砂の移動，林試研報343,171～186
吉村健次郎ら(1981）：人工降雨によるヒノキ林内の落
葉，土嬢等の流出移動について(111),92回日林諭
215～216

塚本良則(1966）：林内の雨滴と飛沫侵蝕，東京農工大
演報5，65～77
安藤貴ら(1983）？二段林の光環境の経年変化，林試
研報323，65～73
藤森隆郎(1989):複層林の生態と取扱い，わかりやす
い林業研究解説シリーズNo.93,林業科学技術振興所
小林繁男(1982）：森林の皆伐に伴う土壌の変化，ペド
ロジスト26,150～163

宮川清ら(1988）：関東地方人工一斉林の複層林化施
業による土壌変化，国土資源資料No.23,75～83
宮川清ら(1987）：ヒノキ複層林施業の土壌保全効果
(1),98回日林論,215～218
荒木誠ら(1987）：同上(II),98回日林論,219～220
荒木誠ら(1987）：同上(Ⅲ)，98回日林諭221～222
有光一登(1988）：森林の土壌保全機能，森林の公益機
能解説シリーズ⑪，日本治山治水協会
塚本良則（1984）：水・土保全と森林施業，林業技術
509,2～7

宮川清ら(1988）：ヒノキ複層林施業の土壌保全効果
(Ⅳ)，99回日林諭157～160
荒木誠ら(1988）；同上(V),99回日林諭．161～162

ｊ
ｊ
１

１
２
３

１
１
４
５

6）

7）

8）

9）

10)

11）

12）

13）

14）
15）

16）

17）

18)

林業技術No.5651989.4



19

’’

新生森林総合研究所
一課題と目標一 その1

所長）に執筆をお願いし，森林環境部・森林生物

部・生物機能開発部・生産技術部・木材化工部・

木材利用部･林業経営部の順に，引き続き北海道・

東北・関西・四国・九州の各支所の順で掲載する

予定です。

連載にあたって

明治38年に開設され，森林･林業および林産業

に関する広範・多岐にわたる試験・研究の成果を

通じて，わが国林業・林産業の振興に技術的側面

から貢献してきた林業試験場は,その83年にわた

る輝かしい歴史に続き，昭和63年10月1日をも

って「森林総合研究所」として新発足しました。

改組・改称の意義新たな役割などおおよそに

ついては,本誌昭和63年4月号に掲載した前林業

試験場長山口博昭氏および前同調査部長片桐一正

氏の論稿によって，明らかにされておりますが，

森林総合研究所の実質的な発足の初年度にあたり，

より具体的に研究の課題，目指す方向などについ

て報ずる記事の連載を始めます。

記事は，研究部門の各科ごとに科長（支所は支
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森林環境部

植物生態科
井上敞雄

はじめに－森林生態研究の背景と目標

昨年10月1日の組織再編による森林総合研究

所の発足とともに設置された植物生態科は，森林

環境部に属し，旧組織であった造林部および土壌

部の生態・生理研究部門の研究室によって再編さ

れた。今日，環境問題をはじめ森林にかかわる問

題は多様化し，広範囲に及んでいる。こうした状

況は今後もより拡大していくと考えられ，そうし

た問題に対処していくうえで調氷生態研究に求め

られる成果は，ますます大きくなると考えられる。

森林の多様な機能に対する社会の期待の高まり

とともに，木材生産資源としてのみならず環境保

全資源として水土保全，気象緩和，景観保持，レ

クリエーションなどに果たす役割りをより重視し

た森林の取り扱いが求められている。特に，針葉

樹人工林の複層林への誘導の問題とともに，全森

林面積の約50％を占める二次林を中心とした天

然生広葉樹林が旧薪炭林の放置されている里山か

ら地形急峻な山岳奥地に分布しており，これら広

葉樹林の取り扱いが今後の大きな課題となってい

る。一方では，開発に伴う森林生態系のかく乱や

地球規模で問題となっている酸性雨など各種の環

境インパクトが森林に与える影響の問題も増大し

ていくと予想されている。

これらの問題には多くの専門部門にまたがる総

合的な研究対応が必要であるが，その基盤となる

のは森林生態系の仕組みについての詳細な情報で

あろう。生態系の基本構成要素である森林群落は，

それを構成する種，個体群および各種環境要因と

の相互関係から成り立っており，その構成は時間

的，空間的に多様である。植物生態科は，こうし
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た多様な森林群落が成立し維持されてゆく仕組み

を大系的に理解することを基本目標としている。

こうした基本目標を踏まえた植物生態科の主要

な研究課題は，新しく設定された研究基本計画に

おいて大課題「森林群落の構造と機能の解明」の

中に位置づけられている。さらに地球規模の問題

について課題設定されている大課題「人間活動に

よって生じる環境インパクトの森林への影響評

価」においても，関連課題を分担している。

当面の重要な課題

植物生態科は，環境生理，種生態群落生態，

養分動態の4研究室で構成されており，北茨城の

落葉広葉樹林の中に共通フィールドを設定して，

分担研究を進めてゆくこととしている。前述の植

物生態科が中心となって担当する大課題「森林群

落の構造と機能の解明」における当面の研究内容

を紹介しよう。これには，次の5中課題が設定さ

れている。

(1)森林植物の分類と分布の解明

(2)森林群落の構造と遷移機構の解明

(3)森林群落における養分動態の解明

(4)林木の繁殖特性と生活史特性の解明

(5)林木の成長特性と環境適応性の解明

課題(1)は,森林群落の構成を理解するうえで基

本となるもので，当面種生態研究室が他の専門部

門の研究室と共同で，コナラ属等の近縁種間雑種

の形成機構とその分布特性や，分子生物学的手法

によるササ類の分類同定法の開発を進めている。

課題(2)は群落生態研究室が担当し,主にブナ帯広

葉樹林の群集構造と自然かく乱の実態とそれによ

る種多様性の変化に関する研究を当面の実行課題

としている。課題(3)では，林木の成長に深いか

かわりを持つ共生菌の機能解明と，それに関連し

て林木における養分の吸収・移動過程，および土

壌養分環境の変動に対する樹種の栄養生態的特性

の解明について進めることとし，養分動態研究室

が担当している。課題(4)は種生態研究室が担当

し，個体群の生活史の中でも種の成立の基本とな



る種子生産過程と芽生えの発芽・定着過程の解明

に重点を置いて進めている｡課題(5)は環境生理研

究室が担当し，水分環境などに対する適応性の種

間差を明らかにするため異なる環境条件下におけ

る成長過程，生理過程について研究を進めている。

このほか，各研究室ともいくつかのプロジェク

ト研究に参加しており，「酸性雨影響の解明｣およ
せさあく

び「熱帯地域の半乾燥地や国内椿悪地への適応を

考えたマメ科樹木等の生理生態特性の解明」など

も当面の重要課題である。

新しい研究方向

従来，生態研究は針葉樹林を中心に進められ，

広葉樹林研究は断片的で群落から個体レベルにつ

いての組織的研究に欠けていた。前述したように，

落葉広葉樹林を共通研究対象として各研究室の役

割分担のもとで多くの新規課題が設定され，群落

の成立・維持機構に関する情報を大系的に得る基

盤ができた。これにより得られる研究成果は，環

境保全資源としての森林の取り扱いや遺伝子保存

林の設定，あるいは木材生産資源としての森林の

育成などの技術指針の作成に欠かせない基礎情報

として大きく貢献できるものと期待される。また，

その成果は，各種の環境インパクトが森林に与え

る影響解明にも欠かせない情報となる。

はじめに述べたように，地球規模の環境問題に

対して研究対応を積極的に進め課題化してゆくこ

とが基本計画の中で位置づけられ，組織的に対応

していく方向が明確にされた。現在，実行中の酸

性雨の影響に関する課題や半乾燥地域の植生退行

による砂漠化機構地球温暖化の影響および熱帯

林の消失の影響などについて課題化力職討されて

いる。これらは全所的なプロジェクト研究または

他の研究機関との共同研究として取り上げられる

が，これら課題の基本的な部分を植物生態科が分

担してゆくことになり，こうした環境インパクト

の影響の評価・予測手法の開発を通して国際研究

協力に参加するとともに，地球環境の保全に向け

て森林生態のサイドから貢献できるものと期待さ
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れる。

将来の目標

多様な森林群落の成立・維持の仕組みの全ぼう

を理解することは容易でなく，永遠の課題ともい

えよう。しかし，その理解に向けて地道な研究の

蓄積が不可欠であり，他の専門部門の関連情報を

得ながら全ぼうに少しでも迫ってゆく必要がある。

組織再編を将来への新たな出発点として，落葉

広葉樹林に設定した共通フィールドを拠点とした

生態研究を推進することにより，群集と構成種に

ついて時間的，空間的な変化を追跡し解析すると

ともに種の生態的地位や環境適応機構の解明を通

じて落葉広葉樹林の成立過程の大系的な理解を目

指している。これによって得られる成果を環境変

化による群落の変動や種の成長，生存の定量的な

予測手法の開発につなげていきたい。

森林環境部

立地環境科
佐藤俊

1．はじめに(土壌研究から土壌生態系の研究へ）

立地環境科は旧土壌部2科6研究室のうち，土

壌調査科4研究室で構成された。土壌部門のこれ

までの研究は，森林の木材生産機能に重点を置い

た適地判定や，地力維持増進，土壌の肥培管理，

土壌生物の有効利用等の土壌生産力に関する研究

が多かった。しかし近年は，森林の公益的機能を

重視した研究を積極的に推進する必要に迫られて

きた。すなわち，森林の多面的機能をより高度に

発揮させるような森林の管理が必要であり，その

ため，森林生態系の保全が重要な課題となった。

立地環境科では，森林生態系の重要な構成要素で

ある立地環境を，森林土壌生態系の概念でとらえ

て，その特性を明らかにし，特性と各機能とのか
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かわりを評価するための基礎的，基盤的研究に重

点をシフトした。

したがって研究室名も旧体制のナンバー研究室

から，目的や内容にふさわしい名称とした。

立地評価研究室(旧土壌第1研究室）：土壌の成

因や分類の研究を行うと同時に，解明した土壌特

性や他の立地特性を総合化して，評価する技術を

開発する。

土壌物理研究室(旧土壌第3研究室）：土壌中の

水・熱特性などの物理環境と，水保全機能との関

係を解明し，同時に植物の生育や分布との関連性

を明らかにする。

土壌化学研究室(旧土壌第2研究室）：土壌有機

物や養分形態の変化など，土壌の化学的特性を解

明する。さらに酸性雨などのﾀ倍ドインパクトによ

る土壌環境の化学的変化を明らかにする。

地質研究室(旧地質研究室）：森林土壌を含む表

層風化物の理・化学的特性を地形，地質との関連

で明らかにする。

各研究室は以上のような分担範囲で実行するが，

特掲課題など重点的，優先的に解決すべき研究は，

研究室相互に協力し，協同して実施することにな

る。

2．課題の設定と当面の研究

立地環境科では森林立地の特性の解明と評価の

大課題の下に，5つの中課題を設定した。各中課

題の内容と当面実施する研究について述べる。

(1)森林土壌の成因と特性解明

立地環境を把握するためには，各種の立地因子

が総合されてできた土壌を類別すること力罫基本と

なる。これまで多くの土壌の分類を完了し，適地

判定に貢献してきた。しかし一部の土壌はまだ分

類や特性把握が不十分であり，解明が急がれる。

また分類の基準となる土壌構造や，母材特性を解

明し，数値情報に基づく分類基準の策定について

の研究を推進する。この課題は立地評価研究室が

中心になって進めるが，地質研究室および関西，

九州支所の土壌研究室も担当する。当面，特異性
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土壌について，暗赤色土，未熟土，高塩基環境下

の土壌，九州南西諸島の赤・黄色系褐色森林土等

を解明する。

(2)森林土壌における物質変換および移動の解明

森林土壌の落葉層が，分解過程で生成する有

機・無機複合体や，チッソ，リンなどについて，

土壌の養分環境面から解明する。また各種の施業

や酸性降下物，富栄養物などのインパクトが，土

壌や水質に与える影響を解析する。この課題は土

壌化学研究室が中心になって進めるが，立地評価

研究室，土壌物理研究室，養分動態研究室も担当

する。当面は特研課題の酸性雨と浅層地下水の研

究を推進するが，経常研究として可動性微細粒子

やリンの動態解明のほかに，ヒノキ林の表層にお

ける物質の移動を解明する。

(3)森林土壌の水・熱環境の解明

傾斜地に存在する森林土壌では，斜面に沿って，

水・熱環境に差が生じ，植生の分布や林木の成長

に一定の規則性が見られる。そこで水・熱・植生

の関係を，土壌構造や地形との関連で明らかにす

る。この課題は土壌物理研究室が中心になって進

めるが，特研水保全管理の課題を位置づけている

ので，関係する立地評価研究室，地質研究室およ

び北海道，関西支所の土壌研究室も担当する。当

面は特研課題の研究を推進するが，経常研究とし

て保水機能にかかわる土壌構造や，水・熱環境と

群落の種構成の対応関係を解明する。

(4)林地の地形と表層地質構造の特性解明

林地の地形や表層地質は森林土壌だけでなく，

山地崩壊，地滑りの発生，帯水層の形成等に関与

するところが大きい。そこで，地形，表層地質と

森林土壌を含めた風化帯の特性，構造および分布

との関係を明らかにする。この課題は地質研究室

の主要課題の1つである。当面，風化層を主体に，

分布特性および風化に伴う岩石・鉱物の変質過程

などを解明する。

(5)立地情報の解析と土壌資源評価技術の開発

ここでは(1)～(4)課題の最終成果として,各中課



題で解明した特性を個別評価するとともに，総合

評価する技術を開発する。立地評価研究室が中心

になり，全研究室が参加する。

3．新しい課題

特掲課題と旧体制からの継続課題以外に，新た

な視点で取り組む課題をいくつか述べる。

累積的かく乱が表層土壌の動態に与える影響の

解明(立地評価研究室）：皆伐の繰り返し，大気汚

染，特定樹種の造林などによる累積的かく乱が，

土壌の移動，養分の流出，土壌構造などに与える

影響を，土壌の悪化・回復過程を通して解析する。

これによって，森林生態系の保全につながる土壌

管理技術の開発に資する。

林地斜面における水・熱・養分傾度と群落の種

構成(土壌物理研究室）：森林を構成する植物の分

布を水・熱・養分傾度に関連させて解明し，森林

の安定性，復元性を予測する基礎資料として活用

する。

生物活性による物質変換機構の解明（土壌化学

研究室）：土壌生物相の特っ生物活性を計測し,土

壌生態系における有機物分解や養分代謝などの物

質変換機構を解析する。これによって，森林生態

系の保全につながる土壌管理技術の開発に資する。
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百年・千年オーダーの斜面上における物質移動

(地質研究室）：山地斜面の土壌形成過程に，時間
さくばく

の概念を入れて物質移動の実態を把握し，削剥過

程を明らかにする。その結果，崩壊危険地の判定

や再現周期推定の基礎資料が得られる。

4．将来の目標

地球規模での環境問題が深刻になり，森林の価

値がますます高まってきた。このような情勢下で，

国内的課題としては，炭酸ガス，窒素ガス等の大

気一一森林土壌間の輸送の問題や，その他の大気

汚染物質，富栄養物質も含めたインパクトに対す

る土壌の吸着・放出能，緩衝能，潮上能，などの

森林土壌生態系の持つ機能の総合評価が望まれる。

海外問題としては，砂漠化，熱帯林の減少に対

応して，これらの地域における森林造成の立場か

ら立地環境を解明し，土壌管理技術の開発を図り

たい。

今後ますます行政サイドから，立地環境情報の

提供や，環境評価が求められるであろう。要請は

急を要する場合が多いので，既存の立地情報や今

後の研究成果を，データベース化して収集，保存

しておき，早急に対応できる体制を整えたい。

好評につき第3刷成る/／

森のきた道~明蔑諾謁諒壺蔓誓議論
☆刊行以来大きな反響~一『日経』『朝日』『読売』晦日』『日本農業』『京都』新聞く読書文化欄＞で紹介.ノ
枢要の地位を歴任した著者が，膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博したく林
業技術＞連載「物語林政史」待望の刊行.／（縦組みとし，資料写真．人名索引を付していっそうの充
実をはかりました）●これまでの正史，逸史，秘史の枠を越えたノンフィクション史話。⑤諸々の基
本政策の創始，変遷の過程を時代の背景とともに活写。
「……大久保利通がドイツ流林学を導入する逸話，それが官僚機織の中で屈折し，貫徹し，現代に何を残
したか,訳史的人物の挿話とともに興味深い｡無味乾燥の林政史にドラマを持込み,同時に政策史の流れを
骨太に描いた労作」（『毎日新聞』3月24日付読書欄）

<改訂版〉新･森林航測テキストブック
關瀧難鴫室渡辺宏著A5判264頁定価3,000円(〒共）

‐､発行日本林業技術協会一声＝丘一一＝－画＝

林業技術No.5651989.4
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片岡寛純

広葉樹林の取扱い－どこまでわかってきたか，これからの検討課題は－

その’ブナ林

はじめに

これまでにブナ天然林では用材林を仕立てるさまざ

まな施業が実施され，かつ検討されてきた。しかし，

天然下種更新に関するブナの実態が十分に把握されて

いなかったためか，必ずしも期待した成果を上げ得な

かったきらいがあるので，天然下種更新の原点を振り

返りながら，その原因がどこまでわかってきたか，こ

れからの検討課題は何か，について簡単に触れてみた

い◎

天然下種更新の原点

ブナに限らず，また前更更新，後更更新に限らず確

実な天然下種更新を期待するためには，天然下種で発

芽した稚樹が次に示す2つの条件を満たしていなけれ

ばならない。

まず，第1は更新予定林分の立木個体数を上回る多

数の稚樹が，部分的に集中することなく均等な配列を

していなければならないことであり，第2は稚樹の成

長が阻害されることなく健全な生育を継続することで

ある。

天然下種更新の実態

ブナはタネの並作翌年でも立木個体数を上回る非常

に多数の稚樹が発芽する。

しかし，これらの稚樹は均等な配列をすることなく，

その多くは母樹の樹冠下とその周辺部に集中している。

また，稚樹は枯死率が非常に高く，通常は樹冠下にわ

ずかな稚樹を残して大部分が発芽当年から10年以内

に枯死する。さらに，樹冠下で残存した稚樹も上長成

長により母樹の樹冠に近づくにつれて形成される冬芽

が年ごとに小さくなり，やがて先端部が枯れて個体成

長がマイナスに転じて枯死するか，横枝が張った傘形

の幼樹となり，これが成長しても高品質用材の生産が

可能な個体とはなり得ない。なお，樹冠下の稚幼樹で

あっても側方光線を十分に受けているものは，先端部
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が樹冠の外へ向かって成長するので，幹の湾曲した個

体となり，これも用材生産に不向きとなる。したがっ

て，樹冠下に発芽した稚樹の残存率はかなり高いが，

母樹の生きた樹冠を貫いて健全な生育を継続して林分

の後継樹となるものは存在しない。

このような実態から推考すると，何かの偶然にでも

遭遇しないかぎり，天然下種による林分の一斉更新は

あり得ないようである。

天然下種更新を阻害しているもの

1．タネの飛散距離

ブナのタネは大粒であることから，重力落下によっ

て散布される。その結果，木枯らしの強く吹くときは

樹冠から20～25m程度までは飛散するが,大部分のタ

ネは母樹の樹冠下とその周辺部に落下する。このため，

天然下種で発芽した稚樹は，均等な配列をすることな

く母樹の樹冠下とその周辺部に集中する。さらに，母

樹に相当する立木そのものが局所的に集中する傾向が

きわめて強く，林内に大きなすき間が多いことから稚

樹の配列はさらに集中化する。

天然下種で発芽した稚樹を均等に配列させるには，

植樹造林によって立木を均等に配列させるか，直播以

外に方法はない。

2．落葉層

林床植物までを含めたブナ林の全葉面積指数はおお

よそ6程度で，立木個体数が少ない場合はそのすき間

に林床植物が繁茂するのでバランスが保たれている。

このため，林床には毎年おおよそ6枚の葉層が敷き加

えられている。この落葉層は約半年にわたって積雪下

にあるため，腐食分解速度が低いので厚く堆積してい

る。厚く堆積した落葉層は融雪時から梅雨期に多量の

水を含むが，雪の重さで圧結されていて，春から夏に

かけて菌糸網層が発達する。したがって，この上に発

芽した稚樹の根は，落葉層を貫いて伸長することなく
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写真･1地表耕転用の円盤 写真･2林床植物と現存量容積密度の求め方

rakingで表現されているが，その実態はsurface

ploughingで，落葉I曹の表面を切断しながら耕転する

ことであった。

デンマークでは天然下種更新に先立って必ず林床の

地表耕転をしているが,その道具は写真･1-Aの刃を付

けた円盤を写真･1-Bのように組み合わせて車両でけ

ん引している。

3．母樹の樹冠

天然下種更新の成否を支配するものとして相対照度

を重視しているが，光合成色素の吸光特性から見ると，

光質も無視できない。すなわち，在来の照度計は図･’

に示すように，その受光部は人間の目が感じる明るさ

の波長域の光を最大にとらえるように調整されている。

しかし，葉の色素の中でも最も重要なクロロフィルa

とbが必要とするのは，波長域が400～500nmと

600～700nmの光である。したがって,樹冠下に到達す

る光は,樹冠の葉層を通過する過程で波長域400～500

,mと600～700nmの光が吸収されるので,光合成には

不利なものとなり，樹冠葉層が厚く大きい老齢大径木

ほどその度合が強くなる。この結果，樹冠下に発芽し

た稚樹は周りに林床植物が少ないので相対照度から見

て枯死しないはずであるが，上長成長により樹冠に近

づくほど光質条件が低下して枯死したり生育が著しく

阻害される。樹冠下やその周辺部の稚樹が枯れる理由

としては，アレロバシー説や根系の競合説も提唱され

ているが，光合成に必要な波長域の光透過を減少させ

る樹冠葉層のフィルター効果を見過ごしてはならない。

このようなフィルター効果を持つ母樹の樹冠を撤去

しないかぎり，その下の稚樹は健全な生育を継続する

ことができない。

イル
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図・1波長域400～700nmのクロロフィル吸光スペ

クトルと照度計の受光部が鋭敏に感知する波
長域（片岡）

表層に近い位置で溶葉層の中を水平方向に伸長する。

このような稚樹は梅雨明けから8月初旬にかけての短

い乾燥期間に枯死する。水がめの働きをすると力説さ

れているブナ林の落葉層も，その構造を破砕しないか

ぎり更新に必要な穂討の潤呆が難しい。落葉層の櫛豈

を破壊する方法には，地表かき起こしがある。しかし，

わが国ではその実績に乏しい。このため，レーキドー

ザーで文字どおりの地表かき起こしを試みたところ，

丁寧にかき起こした場所ほど，その翌年には融雪水の

流去によって落葉層のみならず土壌のA層まで失われ，

特に傾斜地でのキャタピラ跡でその影響が大きく,20

年後には深さ’～2mの溝が生じた。北海道のブルド

ーザー集材によるキャタピラ跡で多数の稚樹が発芽し

ていたことから，キャタピラによる地表かき起こしの

効果が高く評価されているようであるが，これがすべ

てのものではなく,傾斜地ではむしろ危険が伴うこと

に留意すべきである。その後，欧州で地表かき起こし

の実態を調べたところ，地表かき起こしはsul･face

林業技術No.5651989.4
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4．林床植物

ブナ林は概して林床植物が豊かで，林床植物が繁茂

すればするぼど，その下にある稚樹の成長を阻害する

が，葉層の展開する高さを考慮することなく，その葉

面積指数や葉重，あるいは現存亜と稚樹の枯死との関

係を明確にすることはできない。林床植物と稚樹の枯

死との関係が密接なのは，林床植物の現存量容積密度

である。この現存量容積密度は，例えば写真･2の白線

で示すような立方体の中に存在する林床植物を刈り取

って求めた生重量と立方体の容積から次のようにして

求めるが，その単位はkg/㎡である。

＃栫量容積密度=地上剖硯存量(kg)/面瀬(】f)･高さ(m)

林床植物の現存量容積密度は，林床植物が林床に及

ぼす環境形成作用の度合を示す尺度である。この値が

大きくなるほど林床の光量が減少し，また，樹冠葉層

の場合と同じように光質が変化し，さらに通気性が損

なわれて梅雨期間中は大気湿度力鞄和状態になり，稚

樹の光合成作用と蒸散作用が阻害される。ある大きさ

の空間には植物群落の最多密度理論と同様に，どのよ

うな林床植物であっても，無限に存在することはなく，

種ごとに限界がある。このため，容積密度は植物の種

による形態的特性と季節による変動はあるが，ブナの

林床植物では,その最大値がおおよそ1.5～2.5の範囲

にあり,1.0以上になると稚樹の成長阻害が激しくな

り枯死する。逆に1.0からOに近づくほど稚樹は成長

を阻害されることなく健全な生育を継続する。なお，

林床植物の現存量を生重で求める理由は，展開してい

る生きた葉の存在が林床の環境形成作用に大きく関与

しているからである。なお，林床植物の高さが不揃い

な瀧木類のときは，その平均高，あるいは最多葉層の

表面までを高さとして，それより下の現存量を求める

のが妥当のようである。

林分内における林床植物の現存量容積密度は樹冠下

で小さく，広いすき間の部分ほど大きくなる。木枯ら

しなどの強風によって樹冠外のすき間に落下したタネ

から発芽した稚樹こそ，無立木部分に新たな立木を仕

立てるために必要であるが，このような稚樹を健全に

生育させるには，すき間を占有している林床植物の現

存量容積密度を1．0以下に保つことである。

迅速，確実な高林作業

更新伐の時点から見て，最も迅速な天然下種更新方

法は前更更新である。先の天然下種更新の実態からし

て，迅速，確実な前更更新を期待するには，天然下種

更新の原点からスタートしなければならない。このた
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めに必要なことは，林床植物の除去と地表かき起こし

の地表処理で発芽した稚樹の枯死を防ぐこと，次に地

表処理の10年後に稚樹の健全な生育を阻害する上木

の樹冠を撤去するための皆伐をすることである。した

がって，天然下種更新による迅速，確実な高林作業は

先行地栫えによる皆伐天然下種更新作業となる。この

作業法を実施するにあたって，林床植物の除去は，そ

の現存量容積密度から見て全刈りの必要がなく，現存

量容積密度の高い部分を優先させて林床面積1/2の条

刈りを行い，その3年後に残る1/2の条刈りをするこ

とで目的は達成できる。このような下刈りによって林

床植物の現存量容積密度が，.0以上に回復するには，

おおよそ’0年を要するので,タネの豊作周期にかかわ

ることなく下刈りが実施できる。この間に立木個体数

をはるかに上回る高さ0.7mを超す稚樹が出現する。

また，大きなすき間に発芽した稚樹も枯れないので，

ブナ稚樹のすき間は25㎡程度まで縮小される。稚樹

の高さが0.7m以上になると，上木樹冠のフィルター

効果が強まるようなので,下刈り開始の10年後が皆伐

の適期となり，皆伐の'0年後に稚樹は高さ5～7mの

幼樹へと成長する。

現今のブナ高林作業法としては傘伐．画伐を伴う漸

伐，択伐，群状択伐，小面積皆伐，母樹保残などがあ

る。傘伐･画伐を伴う漸伐は，最近，大金永治氏ら,)に

よって提言されたもので，この実施が許容される地域

では積極的に取り組むべきであろう。択伐には林道密

度25～50mを必要とするとされていることから,奥地

林化しているブナ林での実施は困難である。面積を

0.05ha程度に拡大した群状択伐も,立木の配列状態か

ら見れば実施は困難である。鈴木太セ氏2)が厳しく指

摘しているように，択伐は里山以外で安易に実施すべ

きではないようである。小面積皆伐も群状択伐と同じ

理由で実施は困難である。母樹保残作業は前田禎三

氏3)によるもので，天然下種更新の欠点を補う意味で

先行地栫えによる前更皆伐天然下種更新作業と類似性

がある。後者に対する前者の最大メリットは稚樹が後

生樹であるため，伐木，集材時に折損被害を受けない

ことである。前者に対する後者のメリットは，更新期

間を最小限'0年は短縮できること,保残母樹の選択を

することなく実施できること，皆伐収入にロスがない

こと，下刈り費用が軽減されることであり，最大のデ

メリットは冬山造材を除き，伐木，集材時に稚樹が折

損被害を受けることである。この点に関して，母樹の

周辺には多数の稚樹が存在するので，伐木，集材によ



写真･3簡易架線集材機（ユーゴスラビア）

る稚樹の折損は間引きであり，肥料であると欧州では

いわれている。

先行地栫えによる前更皆伐天然下種更新作業よりも，

さらに迅速，確実な作業方法は唯一，皆伐による大形

苗の人工植栽があるのみで，これほど実施が容易で明

確な成果が得られるものはない。植樹造林は地栫えと

下刈りの費用がかさむことがネックになっているが，

ブナ稚樹の性質を利用すればスギの場合より造林費用

ははるかに軽減される。すなわち，高さ0.7m程度の

大形苗を用いれば地栫えは粗放な下刈り，または坪刈

りで足りる。また，ブナの苗はスギの苗と分枝性が異

なるので刈り出しの必要がなく，植栽した苗木の列を

中心に幅1mi程度の下草，潅木類を残して粗放な条刈

りを2～3回実施すれば，その目的は達成される。こ

れは，植栽した苗木の大きさから見て，その周辺にお

ける植物現存量容穣密度が，､0以下になるからである。

ブナは高密植栽が常識とされているが，これは，いわ

ゆる側圧を与えて枝下高の高い立木を仕立てるための

前処理であり，この前処理の働きをするのが刈り残し

た下草，潅木類であるから，むだな植栽が避けられる。

したがって，ブナの植栽密度は2,500本/ha程度に止

め得るであろう。加えて，ブナ稚幼樹の幹は弾力性に

富むので，雪起こしの必要もない。なお，高さ0.7m

程度の苗木は1年据え置き，2回床替の3年間で仕立
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てることが可能である。ブナ植樹造林の弱点は，苗畑

と植栽現場の気温差による植栽時期のずれであるが，

苗木の冷温貯蔵，現場での仮植によって弱点は克服で

きる。

これからの検討課題

1．動物による食害

稚幼樹はノウサギ，ノネズミなど動物の食害を著し

く受けるので，その防除方法の検討が必要である。

2．地表かき起こし

天然下種更新を成功させるためには，地表かき起こ

しが望ましい。落葉層の表面を破壊するだけで稚樹の

残存率が向上するので，山地でも実施できる簡便な地

表かき起こし方法の検討が必要である。

3．集材方法

ブルドーザー集材に替えて，欧州の山地で使用され

ている写真･3のような,小回りがきく架線集材方法の

検討が必要である。

おわりに

最近の白神山地ブナ原生林の保護運動などで明白な

ように，ブナ林の施業については世間の信頼を失って

いるのが現状である。失われたブナ林は速やかにブナ

林に戻すのが本筋であろう。このままでは林業自体が

不信を招き，林業技術は抹殺されてしまうのではなか

ろうか。ブナ林については是非とも皆伐人工植栽を認

知してもらいたい。

欧州のブナもかつて大部分を失ったが，人工植栽に

よって取り戻したのである。氷河の影響で林床植物が

少ないことなどはともあれ，人工植栽によって立木の

配列を均等にしたからこそ，本来，針葉樹林で行われ

る各種作業方法の実施が容易になったことを肝に銘じ

るべきであろう。

（かたおかひろずみ・日本大学農獣医掌部教授）
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中村克哉

中国のシイタケ栽培
－ 産技牛術Iて特にシイタケのこつい一

はじめに

このところ，わが国のシイタケ栽培者はもちろ

ん，キノコ関係者が気にしているのは，中国のキ

ノコ栽培の動向だ。円高ドル安の影響で乾シイタ

ケの輸出が不利になっているところへ，昨年あた

りから中国産乾シイタケの増産が目につき始めて

いたのが，昨年（1988）になってからさらに著し

くなり，その安い乾シイタケが香港市場へ大量に

進出したからである。乾シイタケといえば，明治

このかた日本産乾シイタケの独占市場だったのが，

中国産に取って代わられてしまっている。それの

みならずこともあろうに，安い乾シイタケが大量

に入ってきている。その乾シイタケは主に菌床栽

培ものといわれ，品質については，肉薄で見た目

も，戻りも悪く，砂かみが多く，香りも少ないと

いった悪評があるかと思えば，日本産の下級品に

比べてそう劣らないという評もある。何といって

も安かろう悪かろうが強みで，日本へも大量に入

ってくるようになったのである。雑菌の汚染でや

がて生産も下火になるという向きもあるかと思え

ば，今後は一段と工業化するとする者もあるよう

だ。これらの評はあたかも"群盲が象を評す"の感

がないでもない。というのは栽培の実態が十分に

わかっていないからである。最近，中国で出版さ

れたキノコ栽培書から中国の菌床栽培の状況を簡

単に紹介することにした。これが食用キノコ関係

者にとって参考になれば幸いである。

低迷する日本の乾シイタケと好調な生鮮キノコ

1987(昭和62年)のわが国の乾シイタケ生産お

表．l最近10年間の乾シイタケ統計

生産鼠

(t)

輸出蝋

(t)

輸出単価

(円/雌）

輸入量
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表･2最近の乾シイタケの輸入統計

60年 61年 62雄 63年
国名

金額|kg価数蹴 金額 kg価数城 数景｜金額 k質価 数量｜金額lkg価

千円
164,243

千円
173.769

円
2,021

門
別２２ ,髄鮒

円
Ⅳ１２

千円
150.415

円
蝿２

t

86
【

72

Ｉ
〔
０
７
，

t

72韓国

中国 64 114,筋8 1,7腿 38 60.740 3,598 7901,278.腿8 1,618 1.7692.626.365 1.4闘

香港 3 7,019 2.340 27 48.館7 1.躯 23 31,刷2 1.374

その他 0 478 1,345 1.748

訓 140 285.320 234.5092.038 124 1.891 8931,494.139 1,673 1,8662.821.842 1‘512
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よび輸入統計は表・1，2のように，生産はこの10

年来の最低であったし，輸出量も最低であった。

それに比べて輸入のほうは史上最高であった。乾

シイタケだけにその年の気象条件によって豊凶が

あるにしても，この減産は乾から生へのシフトと

見られる。乾シイタケの主産県の大分・宮崎・愛

媛・岩手・静岡県がいずれも一昨年の81％から

87％へ減産している。これと対照的なのが生シイ

タケの増産で,愛媛県の41％を筆頭に宮崎県を除

いて10%以上の増産になっている。つまり生産者

が乾シイタケを手控え，生シイタケ出荷に走った

ことが統計に明らかに出ている。急激な国際競合

の激化で，乾シイタケ生産だけでは不利である。

そこでシイタケ農家はいち早く自衛策として生へ

方向転換したのだ。生シイタケはすべて内需なの

で，生が救いである。1987年の生シイタケは初の

8万tの大台に乗ったし，このほかのナメコ，エ

ノキタケ，ヒラタケなども史上最高の生産量。そ

れに新顔のシロタモギタケ，マイタケも毎年記録

を更新している。

中国のキノコ生産

中国のキノコ栽培の歴史は日本より先輩である。

また，中国人のシイタケ好みは日本人より上で，
猫うせい

需要も旺盛だ。だのに森林資源の不足から昔から

日本からの供給に依存していた。戦後になっても

文革などの政治・経済の不安定もあって，キノコ

の生産は歴史の中に埋没されていた。ところが最

近の中国では,農村の活紺上を目的とした"星火計

画"の一還として,キノコの生産に力を注ぎ始めて

いる。森林資源の不足をカバーするため原木を使

わない代用材料栽培が発展し，規模も拡大してき

ている。1983年の輸出シイタケ800t中30%が代

用材料によるもので，今後その割合は急激に増大

することが予想されている。

中国の代用材料栽培は，日本のシイタケ以外の

生鮮キノコのおが屑栽培とあまり差がないと思わ

れている。だが，中国のシイタケ菌床栽培には圧

縮・筒栽培，キノコの発生管理などに独特の技術

があるようだ。それらの要点を取り上げてみるこ

とにした。
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シイタケ発生の状況（圧塊式）

（1）培地

広く用いられているのは，おが屑78％，米ぬか

あるいはフスマ20％，熊糖1％，石こうあるいは

沈降炭酸石灰1％，水材料の15～17倍，このほ

か，バガスや綿実殼とおが屑を等量にしたり，金

剛刺という日本のサルトリイバラに近い植物の根

からの酒かすなども用いられる。広葉樹が主力だ

が，針葉樹なども考えられている。

（2）種菌（品種）

種菌として7402,465,W.4,1303,B1,Cγ－

01,C,.-02,8001など。中高温性菌で生長が早

く，培地を分解しやすく，キノコの形成が容易。

ただし肉薄，柄長，乾燥歩止りはよくない（日本

の品種もあるが，栽培されているかは定かでな

い)。

（3）接種

培養器具耐熱性ピン・袋。ピンは800cc,袋に

は大小があり，串袋式・信歳培（台湾でいう大空

包）は大型袋。接種は年2回，秋口が多い。エア

コンのある部屋ならいつでも可能。培養期間はピ

ン詰めでは40～50日,袋は大きさによって一定し

ない。

（4）栽培法

①圧塊式(圧縮法）：菌糸の十分に回った培地を

ピン，袋から菌糸を切らないように取り出し，1

尺四方の板に6～7cmの枠をつけ，その底に清潔

ビニールを敷いてそこに菌糸塊を押し固める。枠

は三方が固定し，一方が移動できるようになって

いて，移動式の板で数個のピンの菌糸塊を圧して

林業技術No,5651989.4
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一

太空包のシイタケ栽培

上を平にする。作業する手は必ず消毒し，水分を

補給することもある。上はビニールでカバーする。

塊は適当な硬さにする。硬いとキノコの発生が遅

れ，大きな軟かいキノコになる。軟かだと水分の

発散が多く，キノコは早く発生するが小さくなる。

プレスしたならば，ビニールできちんとカバーす

る。

②串袋式，菌筒式（台湾の太空包）：長さ55

Cn],径10cm内外のPP袋に培地を入れ,綿栓をし

培養する。上下に綿栓をすることもある。培養後

袋を破る。日本でいう人工ほだ木である。

（5）栽培場所

①室内：明るく保温，通風の良い室内。菌塊を

支えるための鉄棚を設ける。6～7段，階段高40

Cnl9幅140cmで4列立てて並べる。

②室外：竹の柱，笹で屋根をつくりアンペラ小

屋をつくる。または畑でつくる。うね幅1.4m,25

Crnの高うね，長さは不定，歩道幅0.4～0.45cm,

うねの上には砂または石灰をまく。横木を渡し，

これに太空包，菌塊を寄りかける。

③池または水路：菌筒式では水につける必要が

あるので水路をつくる。深さ1m,幅0.6mとし，

底にはビニールを敷くことが多い。

（6）変色管理

もっとも重要なポイントである。菌塊の表面を

完全に褐色の菌被でカバーさせる。薄く弾力のあ

るものが良い。栽培場所で管理する。

①前期：菌糸の回復期で水分，温度，酸素，光

条件を十分にする。品種によってこれらの条件は

林業技術No.5651989.4

一定しない。原基の形成には紫外線が必要。畑で

は必ず上にビニールでトンネルをつくる。最初は

菌糸の分泌液が黄色になるように温度を少し下げ，

黄色い水は取り去る。

②後期：菌被を褐色にし，菌糸束から原基を分

化させるために温度を下げ,湿度は90％ぐらいに

する。

（7）発生

菌被形成後7～15日もすると，適当な温度，水

分，光線下でキノコが発生してくる。この間に原

基形成期，子実体分化期，子実体生長期があるが，

原基形成期が最も重要である。低温刺激はその湿

度，速度，時間は品種によって違う。温度が低い

と原基のままの品種もある。したがって畑やアン

ペラ小屋の栽培は難しく，収量も少なくなる。圧

塊式では10日間ぐらいはビニールをあけない｡例

えば福建の研究所で選抜したCγ－01,Cγ-02,

7402などでは菌糸が気生する傾向があるので特

に注意する。低温刺激は重要事項で品種別に見る

とCr-01,C,.-02は20～22℃は必要で,あまり低

くすると原基のままで子実体にならない。7402で

は5℃,Cr－()1,C7.-02では8～10℃の低温だと原

基のままで終わってしまう。キノコの発育も温度

によって左右される｡気温が高めだと2～3日で成

熟する。光が弱く水分が多くしかも温度が高めだ

と質のよくないキノコになる。

〔付"三脱離栽培"〕

最近の中国の湖江省の慶元県では，従来のおが

屑栽培を3点で改良した栽培の試験結果がよかっ

たとして，この方法が行われている。

これまでのようにピン栽培を全面的にポリプロ

ピレン袋栽培にした。室内の栽培は棚を用いない

で，梁から太めの鉄線を用いて，図.lのように5

枚の菌糸塊をつり下げる。このようにすると，キ

ノコの発生が盤状の6面のすべてから発生する。

畑の栽培，または盆栽培でなく，簡易なビニール

小屋を常緑林内に設けて栽培する。この条件だと

キノコの原基の形成が早くなり，正常な分化が行

われ，シイタケの色がよく，柄が短く，組織も硬

くなり，乾燥歩止りもよくなる。
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最近，中国では三脱離でシイタケ栽培をしている

日本より1オクターブ遅れているのが台湾，さ

らに1オクターブ遅れているのが中国である。1

オクターブはだいたい15～20年だと私はみてい

る。問題になるのは日本でもそうであったように，

このような栽培法で雑菌の問題が一大障害になり

そうな気がする。いずれにしても中国の菌床栽培

が今後どのように展開していくか注目しなければ

ならない。

わが国でもシイタケの菌床栽培が台頭している。

種菌メーカーでも種菌を販売し栽培指導に乗り出

している。またキノコとは関係ない企業もこの方

面に進出し始めている。台湾の菌床栽培にもアン

テナを張る必要がある。すでに生シイタケを大手

スーパーが輸入しているという。国際競合の激化

は乾シイタケのみならず，やがては生鮮キノコに

も波及しそうであることを認識して，今から対策

をたてる必要がありそうだ。

菌
塊

＝

三脱離栽培の方法

おわりに

機械化，乾燥法，流通面についても触れるつも

りであったが省略して，中国のシイタケのいわゆ

る菌床栽培のあらましを書いた。

以上を要するに，中国のシイタケの栽培は，日

本の福島県の浜通りで始まったナメコのおが屑の

トロ箱栽培の1950年代によく似ているようだ｡こ

の栽培法が急速に全国に広まり，キノコの菌床栽

培技術が完成していったのが思い出される。日本

の菌床栽培が台湾へ流れ，それがさらに海峡を越

えて中国の福建省に渡り，それぞれ日本とは違っ

た環境に合った栽培法が考案されているようだ。

林野庁監修

「木をいかす」衝態輔襄(財)日本木林備蓄機構発行
(社)日本林業技術協会編集

この冊子は，林野庁監修のもとに，日本人が木材を暮らしにどのように生かしてきたか，いまどんな使い方を

しているのかについて取りまとめたもので，木材に対する理解を深め，その利用と普及を通じて木材需要の拡大

に資するよう編集した，わかりやすい出版物です。

研修や行事（イベント）の盗料としてご利用ください。

<内要＞①日本の家昔ながらの家･現代の家，②暮らしを彩る木のある暮らし・木を楽しむ．アウトドアラ

イフと木，③木の上手な使い方木にもいろいろある．なぜ木がよいのか．新しい木④木をいかすQ
andA薄い板に釘を打つには・逆目をどうするか・木口をきれいに削るには・木うら木おもて・征目

と板目・心材の耐久性・心去り柱とは．．…･など2()余の質問と回答

※問合せ先（財)日本木材備蓄機構念03-816-5595/(社)日本林業技術協会（事業部)a03-261-5281
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記
の
『
神

樹
篇
』
に
述
べ
て
い
る
。

道
祖
神
、
つ
ま
り
「
さ
え
の
か
み
」
は
、
村
の
境

に
あ
っ
て
、
疫
病
や
悪
霊
が
襲
う
の
を
防
ぎ
止
め
た

り
、
追
い
払
っ
た
り
す
る
神
で
あ
り
、
エ
ノ
キ
が
こ

の
神
の
役
割
の
一
翼
を
担
い
、
サ
エ
ノ
キ
と
称
さ
れ

た
と
す
る
と
、
こ
れ
が
エ
ノ
キ
の
語
源
に
関
係
が
あ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
サ
エ
ノ
キ
の

サ
が
略
さ
れ
て
エ
ノ
キ
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
私
に
は
な
ん
と
な
く
そ
ん
な
気
が
す
る
。

参
考
ま
で
に
ほ
か
の
語
源
説
を
調
べ
て
み
る
と
、

と
う
が

皇
は
枝
で
、
枝
が
多
い
木
だ
か
ら
」
（
『
東
雅
巳
、
「
器

具
の
柄
に
適
す
る
か
ら
」
（
松
岡
『
日
本
古
語
辞

典
巳
、
「
よ
く
燃
え
、
た
き
火
と
す
る
か
ら
」
言
日
本

コ
エ

釈
名
』
）
、
「
肥
ノ
木
ノ
義
」
（
林
謹
臣
『
日
本
語
原

学
』
）
、
「
槐
を
エ
ノ
キ
と
訓
じ
た
例
が
あ
り
、
槐
の
呉

音
エ
に
よ
る
」
（
天
野
信
景
『
塩
尻
』
）
な
ど
が
あ
る
。

だ
が
こ
れ
ら
の
ど
れ
も
が
、
い
ま
ひ
と
つ
決
め
手
に

欠
け
る
思
い
が
す
る
。

な
お
、
榎
（
正
字
は
梢
）
は
、
日
本
だ
け
で
通
用

す
る
漢
字
名
で
、
中
国
に
お
け
る
エ
ノ
キ
の
標
準
名

は
朴
樹
で
あ
る
。

エノキ

倉田悟『原色日本林業樹木図鑑上（地球社）

形
態
・
分
布
な
ど
ニ
レ
科
の
エ
ノ
キ
は
本
州
、
四
国
、

九
州
の
山
林
中
に
普
通
に
生
え
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
に

も
分
布
し
て
い
る
。
高
さ
十
五
～
二
十
五
メ
ー
ト
ル
に
な

る
落
葉
高
木
で
、
樹
皮
は
灰
色
で
き
め
が
粗
く
、
小
枝

に
細
毛
が
あ
る
。
葉
は
互
生
し
、
広
卵
形
、
長
さ
五
～
十

セ
ン
チ
、
左
右
不
同
で
先
は
短
く
と
が
り
、
上
部
の
ヘ
リ

に
低
い
鋸
歯
が
あ
っ
て
、
両
面
と
も
少
し
ざ
ら
つ
く
。
葉

は
夏
に
よ
く
繁
っ
て
樹
陰
が
好
ま
れ
る
か
ら
、
木
と
夏

を
組
み
合
わ
せ
て
和
字
の
榎
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

雌
雄
同
株
で
、
四
～
五
月
に
淡
黄
緑
色
の
小
花
を

開
き
、
雄
花
は
が
く
片
、
雄
し
べ
と
も
四
個
で
新
枝

の
下
部
に
集
散
花
序
に
な
っ
て
咲
き
、
雌
し
べ
の
あ

る
両
性
花
は
上
部
の
葉
腋
に
一
～
三
花
つ
く
。
卵
状

球
形
、
径
約
七
ミ
リ
の
核
果
を
結
び
、
十
月
ご
ろ
褐

赤
色
に
熟
し
、
甘
く
て
食
べ
ら
れ
、
小
鳥
が
好
む
。

ユ
ヘ

肱
も
も
ち
ど
り

「
わ
が
門
の
榎
の
実
も
り
喫
む
百
千
鳥
千
鳥
は

来
れ
ど
君
ぞ
来
ま
さ
ぬ
」
と
『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ

て
い
る
が
、
秋
に
は
エ
ノ
キ
の
多
い
神
社
や
お
寺
の

森
に
、
ム
ク
ド
リ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
オ
ナ
ガ
な
ど
が
集

ま
っ
て
き
て
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
私
の
小
さ
な
庭
に

も
そ
の
余
波
を
受
け
て
か
、
落
下
し
た
糞
か
ら
エ
ノ

キ
の
実
生
が
よ
く
生
え
て
く
る
。

エ
ゾ
エ
ノ
キ
は
北
海
道
か
ら
九
州
、
朝
鮮
半
島

に
分
布
し
、
よ
り
高
い
山
地
に
あ
る
。
葉
は
洋
紙
質

で
や
や
薄
く
、
ヘ
リ
の
鋸
歯
は
下
部
か
ら
あ
る
。
核

果
は
黒
く
熟
し
、
果
柄
は
エ
ノ
キ
よ
り
長
く
、
長
さ

二
～
二
・
五
セ
ン
チ
あ
る
の
で
区
別
で
き
る
。
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以
前
私
は
、
古
川
柳
に
現
れ
た
植
物
に
興
味
を
持

ち
、
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
目
に
触
れ
た

エ
ノ
キ
に
関
す
る
主
な
句
を
次
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

の
が
け

あ
の
榎
か
ら
飛
ぶ
の
さ
と
野
掛
い
い

そ
う
ぞ
く

こ
れ
は
江
戸
王
子
稲
荷
の
装
束
エ
ノ
キ
を
詠
ん
だ

句
。
毎
年
大
み
そ
か
の
夜
、
関
八
州
の
狐
が
こ
の
木

の
下
に
集
ま
る
の
で
、
当
夜
は
お
び
た
だ
し
い
狐
火

が
見
ら
れ
、
農
民
は
こ
の
火
に
よ
っ
て
作
物
の
良
し

の
が
け

あ
し
を
占
っ
た
と
い
う
。
野
掛
、
つ
ま
り
今
い
う
ハ

イ
キ
ン
グ
か
た
が
た
こ
の
狐
火
を
見
よ
う
と
、
稲
荷

に
参
詣
す
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
句
は
こ
れ
ら
の

人
々
が
、
装
束
エ
ノ
キ
を
指
さ
し
て
、
あ
そ
こ
か
ら

狐
火
が
飛
ぶ
の
だ
と
、
ま
こ
と
し
や
か
に
言
い
合
う

光
景
を
詠
ん
だ
も
の
。

遠
い
松
よ
り
榎
へ
か
け
て
見
る

え
ん
さ
り

こ
ち
ら
は
東
京
板
橋
に
あ
る
有
名
な
縁
切
エ
ノ
キ

に
関
す
る
も
の
。
こ
の
木
に
願
を
か
け
、
そ
の
葉
や

皮
を
人
知
れ
ず
服
用
す
れ
ば
縁
切
り
が
か
な
う
と
言

い
伝
え
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
、
将
軍
家
へ
降
嫁
の
皇

女
の
行
列
が
こ
の
エ
ノ
キ
を
忌
ん
で
、
都
か
ら
の
道

木
の
名
の
由
来

13

エ
ノ
キ

筋
を
変
え
た
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
句
に
遠
い

松
と
あ
る
の
は
、
縁
切
寺
の
名
で
知
ら
れ
た
鎌
倉
松

ヶ
岡
の
東
慶
寺
。
わ
ざ
わ
ざ
鎌
倉
ま
で
行
か
ず
と
も
、

近
所
の
縁
切
エ
ノ
キ
で
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
魂

胆
、
深
刻
な
離
縁
話
も
、
こ
の
程
度
だ
と
ほ
ほ
え
ま

し
く
な
る
。

一
本
の
榎
に
三
度
腹
を
立
て

こ
の
句
は
言
徒
然
草
』
に
出
て
く
る
「
榎
の
僧
正
」

に
ち
な
ん
だ
も
の
。
僧
房
の
側
に
あ
る
大
エ
ノ
キ
の

ゆ
え
に
「
榎
の
僧
正
」
の
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
る
の
を

嫌
い
、
こ
の
木
を
切
り
倒
し
た
と
こ
ろ
が
、
切
株
が

残
っ
た
た
め
、
「
切
り
く
ひ
の
僧
正
」
と
呼
ば
れ
る
。

い
よ
い
よ
腹
を
立
て
て
、
切
株
を
引
き
抜
い
た
ら
、

そ
の
跡
に
堀
池
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
今
度

ほ
り
け

は
「
堀
池
の
僧
正
」
と
人
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
怒
り
っ
ぽ
い
う
え
に
至
極
直
情
単
純
な
良
蝿
と

い
う
坊
さ
ん
の
人
柄
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
。

麦
め
し
と
書
い
て
榎
へ
立
て
か
け
る

こ
れ
は
一
里
塚
の
エ
ノ
キ
に
茶
店
の
看
板
を
立
て

か
け
た
光
景
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
一
里
塚
に
エ
ノ

深
津
正

小
林
義
雄

キ
を
植
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
信
長
・
秀
忠
・

家
光
と
い
ろ
い
ろ
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
塚
に
植
え

た
マ
ツ
が
枯
れ
た
の
で
「
余
の
木
を
植
え
よ
」
と
い

う
命
令
を
家
来
が
聞
き
違
え
た
た
め
と
い
う
俗
説
が

あ
る
。
無
論
と
る
に
足
ら
ぬ
作
り
話
だ
が
、
エ
ノ
キ

を
ヨ
ノ
キ
と
い
う
地
方
が
多
い
の
で
、
こ
う
し
た
別

名
ヨ
ノ
キ
を
踏
ま
え
て
生
ま
れ
た
話
と
思
わ
れ
る
。

右
に
挙
げ
た
エ
ノ
キ
に
関
す
る
古
川
柳
四
句
を
見

る
と
、
ほ
ぼ
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
、
昔
の
庶
民
と
エ
ノ
キ

と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
柳
田
国
男
の
『
神
樹
篇
壁
に
よ
れ
ば
、
エ

ノ
キ
は
万
木
の
中
で
、
人
間
に
よ
る
栽
植
の
最
も
古

い
歴
史
を
持
っ
て
お
り
、
エ
ノ
キ
を
ヨ
ノ
キ
と
呼
ぶ
の

も
嘉
樹
の
意
味
だ
と
い
う
。
ま
た
作
物
の
豊
凶
を
こ

れ
に
よ
っ
て
占
う
な
ど
、
殊
の
外
神
聖
視
し
た
の
で
、

こ
の
木
に
ま
つ
わ
る
怪
異
談
も
多
く
、
あ
る
い
は
福
エ

ノ
キ
と
称
し
て
、
邸
の
大
事
な
場
所
に
植
え
た
り
、
神

社
の
近
く
な
ど
に
も
こ
れ
を
栽
植
し
た
も
の
ら
し
い
。

曇
に
然
草
鋒
の
「
榎
の
僧
正
一
の
話
も
、
こ
う
し
た

縁
起
の
よ
い
木
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た
エ
ノ
キ
を
、

い
と
も
無
造
作
に
切
り
倒
し
て
し
ま
っ
た
軽
率
な
行

為
が
、
世
人
の
あ
ざ
け
り
の
的
に
さ
れ
て
の
こ
と
と

受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
里
塚
の
エ
ノ
キ

に
つ
い
て
、
柳
田
国
男
は
、
エ
ノ
キ
を
塚
に
植
え
る

の
は
、
な
に
も
一
里
塚
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
古
い

塚
の
大
エ
ノ
キ
は
ず
っ
と
前
か
ら
幾
ら
で
も
あ
る
と

い
い
、
『
国
境
の
榎
峠
を
始
め
と
し
て
、
邑
里
の
境
や
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精
神
か
ら
植
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
江
戸
八
百
八

町
の
人
々
が
必
要
不
可
欠
の
炊
事
用
、
暖
房
用
の
薪

炭
を
得
る
た
め
に
植
え
た
樹
種
な
の
で
あ
る
。

こ
ん
に
ち
で
は
、
燃
料
が
電
気
や
石
油
に
な
っ
た

の
で
、
炭
や
薪
は
前
世
紀
の
も
の
と
な
り
、
ク
ヌ
ギ

や
ナ
ラ
の
林
は
不
用
と
な
り
、
わ
ず
か
に
点
々
と
そ

の
名
残
が
見
ら
れ
る
だ
け
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
国

木
田
独
歩
は
、
明
治
の
半
ば
、
そ
う
い
う
事
実
を
知

っ
て
か
知
ら
ず
か
「
山
林
に
自
由
存
す
」
と
い
う
表

現
で
武
蔵
野
を
た
た
え
て
い
る
が
、
ち
ょ
っ
と
思
わ

中央 クヌギ，右の枯枝：エノキ，左の遠最：ケヤキ
（保谷市西端にて）

せ
ぶ
り
な
発
想
と
い
う
ほ
か
な
い
。
の
葉
に
触
っ
て
み
た
く
な
る
。
な
ぜ
、
冬
も
葉
を
落

大
昔
の
武
蔵
野
の
風
景
を
思
う
と
、
西
北
か
ら
吹
と
さ
ず
に
い
る
の
か
。
触
っ
て
み
る
と
、
堅
く
て
、

い
て
く
る
風
が
は
る
か
秩
父
の
山
々
に
育
つ
ケ
ヤ
キ
も
ぎ
と
ろ
う
と
し
て
も
葉
は
と
れ
な
い
。
隣
に
育
つ

の
種
子
を
空
か
ら
運
び
、
浅
間
山
の
火
山
灰
と
一
緒
て
い
る
エ
ノ
キ
の
樹
は
、
同
じ
よ
う
な
葉
な
の
に
、

に
武
蔵
野
の
大
地
に
落
ち
て
根
付
き
、
な
が
い
歳
月
冬
は
ま
っ
た
く
丸
坊
主
だ
。

と
と
も
に
数
を
増
や
し
て
、
林
の
よ
う
な
群
を
み
せ
冬
も
葉
を
落
と
さ
な
い
広
葉
樹
と
い
え
ば
カ
シ
ワ
。

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
へ
と
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
こ
の
葉
を
古
来
、
五
月
の
節
句
に
使
う
の
陸
枯
れ
は

郎
は
い
っ
て
い
る
。
て
た
葉
が
突
然
入
れ
か
わ
っ
て
、
健
や
か
な
〃
男
の

ケ
ヤ
キ
は
落
葉
樹
な
の
で
、
巨
木
と
な
っ
て
葉
を
子
″
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
見
え
る
そ
の
生
き
方
に
あ

と
い

散
ら
す
と
、
風
に
よ
っ
て
民
家
の
屋
根
の
樋
に
入
り
、
や
か
ろ
う
と
し
た
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

管
を
つ
ま
ら
せ
て
始
末
が
わ
る
い
と
武
蔵
野
の
人
は
武
蔵
野
育
ち
の
青
年
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

ケ
ヤ
キ
の
葉
を
嫌
が
り
、
戦
後
伐
り
倒
し
て
い
っ
た
針
葉
樹
で
な
く
、
葉
が
大
き
い
広
葉
樹
な
の
に
、
ど

感
も
あ
る
。
し
か
し
、
ケ
ヤ
キ
に
罪
が
あ
る
わ
け
で
う
し
て
冬
も
葉
が
落
ち
な
い
の
か
、
不
思
議
だ
と
。

は
な
い
の
だ
か
ら
、
地
球
に
生
き
る
人
間
と
し
て
は
じ
っ
は
私
も
少
年
時
代
か
ら
二
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
ク

そ
の
評
価
は
一
方
的
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。
ヌ
ギ
の
葉
は
冬
の
路
傍
で
印
象
的
だ
っ
た
。

燃
料
が
炭
や
薪
か
ら
電
気
、
石
油
に
変
わ
っ
た
こ
地
下
水
が
乏
し
く
な
り
、
水
位
が
年
ご
と
に
下
つ

と
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
た
ク
ヌ
ギ
の
樹
。
こ
の
樹
を
て
ゆ
く
武
蔵
野
で
、
冬
で
も
根
か
ら
葉
の
先
ま
で
水

私
は
惜
愛
す
る
。
を
〃
揚
げ
る
〃
努
力
を
思
う
と
、
人
間
も
学
ぶ
べ
き

あ
え
て
〃
惜
愛
″
と
い
い
た
い
理
由
は
、
こ
の
一
生
き
方
で
あ
る
。

見
落
葉
樹
と
見
え
る
広
葉
樹
の
葉
が
寒
風
烈
風
に
さ
写
真
に
撮
っ
て
こ
こ
に
掲
げ
た
私
の
家
の
そ
ば
の

ら
さ
れ
て
も
、
葉
を
落
と
さ
ず
に
冬
を
越
す
か
ら
で
一
本
の
ク
ヌ
ギ
も
、
間
も
な
く
、
葉
を
セ
ピ
ア
か
ら

あ
る
。
緑
を
し
て
い
る
こ
ろ
は
エ
ノ
キ
と
ほ
と
ん
ど
グ
リ
ー
ン
に
変
え
て
、
隣
の
エ
ノ
キ
と
は
ち
が
う
ん

同
じ
ク
ヌ
ギ
の
葉
が
、
ど
う
し
て
冬
は
対
照
的
な
の
だ
、
と
い
う
生
き
方
を
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

か
。
武
蔵
野
に
は
、
も
う
一
度
ク
ヌ
ギ
の
林
を
再
現
さ

な
ぜ
、
お
ま
え
は
葉
を
落
と
さ
な
い
の
か
、
と
私
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
炭
の
復
活
や
シ
イ
タ

は
わ
が
家
と
駅
と
の
間
に
育
っ
て
い
る
一
本
の
ク
ヌ
ヶ
栽
培
の
た
め
で
は
な
く
、
心
の
支
え
と
し
て
、
で

ギ
に
問
い
か
け
る
。
通
る
た
び
に
、
私
は
そ
の
褐
色
あ
る
。
（
紀
行
文
作
家
）
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一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
村
尾
嘉
陵
と
い
う

森
へ
の
旅
人
の
『
江
戸
近
郊
道
し
る
答
と
い
う
本
で
あ
る
．

国
木
田
独
歩
も
お
そ
ら
く
読
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
。

Ｌ
武
蔵
野
の
ケ
ヤ
キ
と
ク
ヌ
ギ
昭
和
六
十
年
代
に
入
っ
て
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
読
む
と
、
今
か
ら
一
八
○
年
前
の
文
政
年
間

岡
田
喜
秋
の
こ
ろ
の
武
蔵
野
は
、
今
の
中
野
の
北
、
下
落
合
付
近

の
丘
で
も
マ
ツ
と
ス
ギ
が
茂
っ
て
い
て
、
七
曲
り
と

ま
ず
、
私
の
身
近
な
生
活
環
境
の
こ
と
か
ら
語
る
か
な
い
農
家
の
屋
敷
林
の
梢
で
鳴
い
て
く
れ
る
。
よ
ば
れ
る
薬
王
院
へ
の
道
を
登
っ
て
ゆ
く
と
、
突
然
、

う
か
。
東
京
の
西
北
方
に
あ
た
る
武
蔵
野
の
一
隅
に
し
か
し
、
思
う
に
、
ケ
ヤ
キ
が
武
蔵
野
の
あ
ち
こ
キ
ジ
が
飛
び
出
し
て
き
て
驚
い
た
と
書
い
て
い
る
。

住
ん
で
三
十
年
、
樹
と
い
え
ば
、
幸
い
付
近
の
農
家
ち
に
自
生
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
カ
ッ
コ
ウ
の
声
も
も
阿
佐
ヶ
谷
村
の
神
明
宮
（
今
の
天
祖
神
社
）
の
近

が
今
も
空
高
く
温
存
さ
せ
て
い
る
ケ
ヤ
キ
が
私
の
家
つ
と
方
々
で
聞
け
て
、
閑
古
鳥
独
特
の
気
分
を
人
々
く
は
ナ
ラ
と
ク
ヌ
ギ
の
林
を
分
け
て
ゆ
く
道
で
あ
っ

か
ら
の
視
野
に
あ
る
。
に
与
え
て
く
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
最
近
繁
殖
の
目
立
た
と
い
う
。
こ
の
ナ
ラ
と
ク
ヌ
ギ
こ
そ
じ
っ
は
武
蔵

か
っ
て
は
各
農
家
が
育
て
て
い
た
屋
敷
林
が
年
ご
っ
オ
ナ
ガ
の
声
は
、
正
反
対
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
あ
じ
野
の
風
物
と
い
う
べ
き
樹
種
で
あ
る
。

と
に
伐
ら
れ
、
今
は
残
っ
た
巨
木
だ
け
が
〃
保
存
樹
け
な
い
の
で
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
と
ナ
ラ
が
ど
う
し
て
江
戸
時
代
は
多
く
生

木
″
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
い
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
武
蔵
野
と
い
う
と
、
そ
の
風
景
の
変
化
を
語
る
と
え
て
い
た
か
、
と
い
え
ば
、
す
べ
て
当
時
の
燃
料
で

も
う
ひ
と
つ
の
武
蔵
野
の
象
徴
と
い
う
べ
き
ク
ヌ
ギ
き
、
か
な
ら
ず
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
き
た
の
が
、
あ
っ
た
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
炭
で
あ
る
。
ナ
ラ
炭
と
い

く
に
零
だ
ど
っ
ぽ

の
ほ
う
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
中
期
に
書
か
れ
た
国
木
田
独
歩
の
『
武
蔵
野
』
え
ば
火
持
ち
が
い
い
。
武
蔵
野
に
は
江
戸
の
生
活
を

ケ
ヤ
キ
と
ク
ヌ
ギ
の
あ
る
風
景
は
江
戸
時
代
、
武
の
描
写
で
あ
る
。
支
え
る
た
め
に
、
積
極
的
に
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
を
植
え

打
も
か
げ

い
る
ま

蔵
野
の
風
景
の
〃
核
″
で
あ
っ
た
の
だ
。
今
は
「
ひ
「
武
蔵
野
の
悌
は
今
わ
ず
か
に
入
間
郡
に
残
れ
り
」
て
育
て
た
の
だ
。

ば
り
ヶ
丘
」
と
呼
ば
れ
る
私
の
住
ま
い
の
付
近
は
、
と
い
う
書
き
出
し
が
、
読
む
人
の
記
憶
に
残
る
せ
い
十
年
か
ら
三
十
年
育
っ
た
の
を
伐
っ
て
炭
に
し
た
。

三
十
年
前
ま
で
は
麦
畑
で
あ
っ
た
。
春
に
は
そ
の
中
か
、
当
時
の
武
蔵
野
も
す
で
に
変
わ
り
は
て
て
い
た
江
戸
時
代
は
今
の
新
宿
の
街
道
ぞ
い
に
薪
炭
商
の
店

ざ
の
く
に

か
ら
ヒ
バ
リ
が
舞
い
上
が
り
、
駅
名
に
も
「
ひ
ば
り
」
よ
う
に
思
う
人
が
多
い
が
、
こ
の
引
用
文
は
、
じ
っ
が
並
ん
で
い
た
。
紀
伊
国
屋
と
い
う
今
日
は
有
名
な

と
い
う
烏
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
今
は
オ
ナ
ガ
こ
は
も
っ
と
古
い
江
戸
時
代
の
、
文
政
年
間
の
地
図
に
新
宿
の
書
店
も
、
そ
の
前
身
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

そ
鳴
い
て
も
、
ヒ
バ
リ
は
住
め
な
い
。
し
か
し
、
い
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
地
図
を
国
木
田
木
の
国
、
樹
の
国
を
象
徴
さ
せ
た
炭
屋
で
あ
っ
た
。

た
ず
ら
に
懐
古
の
情
だ
け
を
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。
独
歩
は
手
に
入
れ
て
、
明
治
三
十
年
代
に
自
分
の
脚
炭
は
ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
で
つ
く
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

ケ
ヤ
キ
が
「
保
存
樹
木
」
と
さ
れ
て
以
来
、
初
夏
に
で
歩
い
て
み
た
の
で
あ
る
。
樹
の
栽
培
に
よ
っ
て
武
蔵
野
は
独
特
な
林
間
を
ゆ
く

は
カ
ッ
コ
ウ
が
毎
年
訪
れ
て
、
わ
ず
か
三
、
四
本
し
そ
の
文
政
年
間
に
書
か
れ
た
個
人
の
記
録
が
あ
る
。
気
分
が
味
わ
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
愛
好
の
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に生産性の高い樹種への転換,"拡大

林鵜舗霞大方のﾃーﾏとして鶯場上農
第3期の昭和45年からの10年間

平成を迎えての緑化運動は，わが国経済が世界に向けていわゆる重厚長大産業が飛躍した時期，

そのゆがみといわれる公害問題が各

今年も3月から5月の期間，全国の全国植樹祭に至っている。地で噴出したことから，にわかに自

各地で緑化運動が展開される。40年間にわたる全国植樹祭での然保護問題がマスコミをにぎわし，

緑化運動の原点は戦前からあったテーマは，その時代時代を反映して緑化が自然を守る代表選手として位

愛林運動で，全国各地で「愛林日」おり,おおよそ10年をくぎりとして置付けされたこともあって，この時

が定められて，山林への植樹が行わ変遷していて面白い。代のテーマに“自然保謹と緑化”が

れていた。第2次世界大戦の激化と頭初10年間のテーマは多少の二度重なって使われている。

敗戦の困乱期に中断されていた運動ユアンスの違いはあるにせよ“荒廃第4期は昭和55年から昨年まで

も，戦時，戦後の木材大量需要にこ地の復旧”が掲げられ，とにもかくの10年間で，この時期になると，森

たえた森林の乱伐のため全国の森林にも荒廃した森林に緑を呼び戻すこ林の多面的な利用，つまり，森林と

が裸地と化し，このため毎年の雨期とが国民運動であり，国民総すきっ人間のふれあい，余暇を活用した心

や台風時には各地で大洪水に見舞わ腹を芋で満たしながらの植樹が，全身リフレッシュの場としての森林の

れたこともあって，1日も早い山の国の山野で繰り広げられた。効用が説かれるようになり，テーマ

緑化が叫ばれるようになり樹植運動第2期の10年間は，時代も昭和も“森林の総合利用”になる。

が始まり，そのメイン行事として昭35年以降となり，経済の発展期を迎今年の第40回全国植樹祭は,5月

和25年に第1回全国植樹祭を山梨えたこともあって，木材需要が急速21日徳島県で行われるが，そのテー

県で開催,第40回の今年の徳島県でな伸びを示し，これにこたえるためマは｢緑の地球を永久に｣｡21世紀に

一一

レクリエーション等

に利用される森林の
利用者数の推移

聯針にみる員本錘赫業’

20．406両万人
2()．166

(110）

(127)

〃

県民の森や市民の森，野鳥の森，

いこいの森などレクリエーション等

に利用されている森林の利用者数の

推移を見ると，58年以降着実な増加

傾向を示しており，余暇時間の増大

や価値観の多様化を背景とした国民

生活の質的変化を反映し，森林との

ふれあいを求める傾向が高まってい

ることを裏づけている。

全体の利用者数がこの5年間に10

％増加している中で，年間の利用者

数10万人未満の比較的利用者数の

少ない森林の利用者数の増加率は

27％と高く，これまで森林のレクリ

孤
卜
八
年
を
雑
雛
と
す
る
利
用
瀞
数
１
万

人
衆
澗
の
森
林
の
利
州
誉
数
の
指
数

０３

２０

１０１

００１

０

９

８

２

１

１

利
川
潜
数

19,782
(109)

19,290
／(107）

ツ
(104）

(111）

／(115)
〆＝

18,56]

一<100）

／

5859606162年

図・1レクリエーション等のための森林利用者数の推移
寅料：林野庁資料
注：全国の213カ所の森林(54.000ha)を利用した者の数の合計である
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闘
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目
呂
曽
昌

麺
山
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跡
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復
旧
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況
（
ス
ギ
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ヒ
ノ
キ
植
林
）

”
尾
根
筋
に
は
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
防
火
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林
政
課
）

量目

向けてのスタートでもある。

また，4月29日の祭日が｢みど

りの日」として新たに制定される

など，緑化運動も新しい節目を迎

え，さらに国民が“緑”に熱いま

なざしを向けはじめた今，緑化運

動を一大発展させる千載一遇のチ

ャンス到来である。

わが国の森林もさまざまな問題

を抱え，国民総参加の森林づくり

運動として「緑と水の森林基金」

｢緑の羽根募金｣，また各種イベン

トが展開されている。しかし緑の

問題は，世界を視野に置かないで

は語れない時代になっている。こ

れから10年，21世紀を目の当た

りにした全国植樹祭のテーマに

"緑の地球を永久に"を据え，全国

植樹祭を世界植樹祭として全人類

の一大運動に昇華させる義務が林

業の先進国民として課せられた。

それが平成元年である。

■
中
毒
学
唾
蝉
蜘
厩
輯
緬
、
画
ね
源
卿
噸
卿
測
順
順
剛
順
蠅
測
蜘
岬
函
陣
睡
順
細
細
画
、
■
四
車
”
ぬ
“
噂
。
の

、

山火体験記録：:林政拾遣抄
圏

Ⅱ出

師

、Ⅱ

M昭和58年4月27日，宮城県泉させたが，あの火災に最前線で実M
Il市から出た山火事は，隣接する富際に樹冠火,地表火の異常裂風下N

i谷町,仙台市,利府町,大和町のの延焼速度の速さ,恐しさは,体!i
N森林858haを焼失させる大災害験したものでなければ想像もできMI
；をもたらした。昼食時に土木関係ないであろう｣，「淡煙と火災が樹＃
、 幽

呂の作業員たちが休んでいたとき，冠の延焼を伴って数箇所に飛火し男

§突然竜巻状の強風が吹き荒れ,舞蓉がら落下するような速度で迫り,：
目い上がる砂塵や枯葉とともに火の消防隊の頭上を火の粉が飛び,反昌

冒粉が飛散し,一瞬のうちに数箇所対側山林に飛火延焼した｡濃煙に冒
冒から火の手が上がった。南高北低視界が阻まれ，呼吸困難となり，昌
昌の気圧配置下で異常乾燥注意報が火災の熱気に耐えることができな冒

冒7日間出されっぱなしという異常くなり…｣等と述べている。曽
昌気象の中で，突如として突風が吹体験した者だけが伝えることの旨
きいたのである。その体験記録睡)をできる生々 しい現場の様子を，正目
＃読んだ。確に広く知らせることは,普及行＃
；同時多発型の山火事での火面拡政の大きな任務であろう｡体験し：
＃大の様子を，利府町役場の吏員はた一人の主婦は,｢私は声を大にし：

#次のように語っている｡｢火災がて叫びたい｡火の用心,心で用心,：
§発生して間もなく強風が吹き荒れ，目で用心」と述べているが，この＃
§濃煙により視界がまったくきかず，平凡な言葉に改めて新鮮さを感じ§
旨状況把握が困難をきわめる間にも，たのも，現場からの率直な声だか曽
冒火の粉等が数箇所に飛散し,延焼らであろう｡この種の体験記録を冒
言拡大となり－．…」と。また，消火土台に適切な対策も生まれる。記冒

冒
冒の第一線にあって指揮した塩釜消録の効用はここにある。 旨
■■

冒防署長は,｢消防隊の目の前で信じ（筒井迪夫）冒
自

§られないような局地風が突然発生 目

§し，火災の延焼を異常に早め，飛注)宮城県林政課｢(昭和58年)427畠
：火延焼させ，林野火災を大規模化林野火災の記録』,昭和60年§
1噸

噸
厨

幽霊肥諏珊柵曲湘ロ叩叩珊ロ叩叩ロ皿肥叩諏圓ロﾛ”E”ロ甑”6四M叩卵QQ朋加皿ロ叩蝿目鰹

エーション的利用が行われてきた有

名観光地等の森林に加え，地方都市

周辺に存在する森林への入込みが活

発化するなど，森林を利用したレク

リエーションが，特定地域における

点的な利用から面的な利用に広がり

つつあることがうかがわれる。

このようなことから，今後，いわ

ゆる観光地等における森林のレクリ

エーション利用のみならず，地方都

市の周辺など住居近くにも気軽にレ

クリエーション等に利用できる森林

を整備していくことが，重要となっ

ている。併せて，こうした利用の増

大に伴う森林の保全管理についての

取り組みを強化していくことも重要

となっている。

一
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ぬくもりのある町並み

があるに違いない。その間接的でも

家人の日常の営みに触れることで，

住む人の生活のにおいを感ずるであ

ろう。また，夏には格子内の障子を

外しすだれをかけて，外の通りが見

えるようになると，道行く知人に格

子越しに声をかけ，あいさつを交し，

あるいは家の外と内で世間話しをす

ることもあるかもしれない。

このような，人間関係による「町

並みのぬくもり」は，高温多湿であ

る日本の夏を過ごすために，我禽の

祖先が工夫した生活の智恵である。

そして，この人間関係を深めること

になる町並みの構造は，日本精神文

化の特徴といわれる『和する心jを，

成熟させた要因の1つとも考えられ

るのである。

ヨーロッパをはじめ爵紗卜国にも古

ぬくもりのある町並みとは,｢木の奈良県大宇陀町の中心部は，木造

ぬくもり」と同じ意味の表現である。の木戸と格子の表構えの町屋が続く

それは，木だけに触れたのではわ「ぬくもりのある町並み｣である。そ

からないが，石や金属にも触れて比の木格子の家が続く町並みには，人

較すれば，確かにより温か味を感じと人の触れ合により生ずる「ぬくも

るし，さらに木の柔軟な質感も一緒り」もある。町並みの通りを歩く人

になって，人々は木にぬくもりを覚は，時には格子内の話し声や笑い声，

えるのであろう。泣声，それに屋内の物音を聞くこと

i

1
込

大宇陀町の町並み

Z鋤捌篭

藤森隆郎著

わかりやすい林業研究解説

シリーズNo.93

複層林の生態
と取扱い

〒
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町並みをつくる格子塀

建築設計家

滝沢隆（禁無断使用）

昭和40年ごろまでは，森林は木つつあるようにも思える。

材を生産する場として大きなウエイ複層林について十分理解されてい

トを占め，拡大造林に伴い大面積皆ない理由の1つとして，問題点を絞

伐施業が主となり，スギやヒノキなった解説書が少なかったことも挙げ

どの単純一斉林がつくられ，現在こられるので，本書ではいくつかの問

のような林が約l.,000万haにもな題に絞って，著者の多くの研究成果，

っている。しかし，近年森林に対しあるいは現地検討会や講義などから

て環境保全機能が重要視され，その得た情報などを基に，明確にこたえ

維持。増進を図ることが社会から要ようとしている。

請されるようになってきた。その要内容について見ると，およそ次の

請にこたえるための一方法として，ようになっている。

これら単純一斉林型を複層林型に変まず，複層林を造成するためのも

える施業が推進されるようになった。つとも大切な要因の1つとして，林

特に昭和60年に出された林政審議内照度の制御を挙げている。この内

会の答申にこの問題が取り上げられ容については，同じ解説シリーズの

て以来，複層林の造成は国有林をは安藤貴氏の『複層林施業の要点jと
じめ民有林においても被極的に取り重複している部分もあるが，それ以

組まれているところである。しかし，後に得られた生態的なデータも多く

複層林の造成についての研究もまだ加えて，複層林の光環境と樹下植栽

未解決の部分も多く残っていること木の生長との関係についての基礎知

もあって，複層林施業について十分識を整理し，林内光環境の制御技術

に理解されないままに事業が先行しについて述べている。



い町並みが残っており，写真など

の映像で知ることができる。その

多くは，よろい戸付きの窓と扉付

きの入口がある石造りや，土壁の

家が連なり，外との関係は厳重に

遮断され，家人の私生活は固く守

られている構造の町並みである。

この町並みの中をただ1人で歩い

ていると，孤独感さえ覚えるので

はないかと思うほど,｢冷たい町並

み」のようである。

だが，「ぬくもり」のある日本の

古い町並みも，人々の生活様式の

変化に伴い，石や金属類の新しい

資材を使った建築に改築されつつ

あり，しだいに姿を消そうとして

いる。特に自動車などによる通り

の騒音に対しては，木格子構えで

は防ぐことはできない。ぜひこの

ような事態に対応する新しい木造

建築構造の出現を期し,新しい｢ぬ

くもりのある町並み」が生まれる

ことを，切望するのである。

ついで，今までにいわれている複

層林の機能については，根拠のあい

まいな推論もあって混乱している部

分もあるので，何がわかっていて，

何がわかっていないかをチェックし

ている。

最後の目標に応じた複層林施業の

章では，複層林の林型区分を短期2

段林，長期2段林，常時複層林とし，

それぞれの長・短所を挙げ，実際に

施業をする場合，その林型を決める

手順その後の施業体系について解

説している。

本書はおおよそ以上のような内容

で構成されているので，森林行政担

当者，現場担当者，森林所有者など

にとって身近な手引書として，また

研究者にとっては今後の研究方向を

示唆するものとして，一読をお勧め

したい。

（森林総合研究所関西支所・河原輝彦）
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Wこだ三川

第1次産業人の今後のあるべき

1つの方向について

少年Aは大学で林学を学んだ。

林業経営をマスターするためには，

森林経理学を学ぶ必要があると考

え，過去の名著といわれるものを

一通り読んでみた。彼には，森林

経理学の今後のあるべき方向がほ

とんどわからなかった。今後のあ

るべき方向がないということは，

これはもうクラシックな学問なの

だろうかと考えたが，結論を得な

かった。

それならば，林業行政には将来

があるかもしれないと思い，彼は

某省庁の行政官になった。彼は，

国有林経営に関するポストと民有

林指導行政に関するポストについ

た。彼は新入社員であったから，

彼のやった仕事の多くは，小さな

ことであったが，彼の課が，いや，

日本の行政が，どんなことをやっ

ているのかくらいは，だいたい把

握することができた。

彼は，国内林業さらに広く国内

第1次産業のあるべき方向につい

て考えた。先進国の第1次産業は

何のためにあるのだろうか。国内

の第1次産業を守ることは，確か

に必要である。しかし，それだけ

ではないはずだ。第1次産業をフ

ルに役立てるべきところが必ずあ

るはずだ。

彼は海外に目を向けた。18世

紀,19世紀のドイツや日本にとっ

て，第1次産業が一国の基幹産業

であったように,NIES(旧NICS)

等を除いた現在の開発途上国にと

って，第1次産業は基幹産業であ

り，途上国の地域住民にとって，

第1次産業は生活になくてはなら

ないものなのだ，と彼は考えるよ

うになった。

彼は純粋な人間－－制の言い方

をすれば単純な人間一であった

から，物事を単純化して考える傾

向にあった。彼は単純明快に次の

ように考えるようになった。第1

次産業は開発途上国のための産業

であり，林学は開発途上国のため

の学問である。彼の考え方は，冷

静な第三者から見れば，ほほ笑ま

しいくらい偏った考え方であった

ろう。

しかし，彼にとっては，そんな

ことはどうでもよかったのである。

彼がいままで抱いてきた漠とした

疑念－俺は何のために仕事をし

ているのか－は，きれいに消え

た。彼には，自分のやるべき道が

はっきりと見えてきたのだ。

＊ ＊ ＊

少年Aは，空想の人物である。

しかし，少年Aが実在する可能性

はないとはいえないし，今後多く

の少年Aが生まれるかもしれない。

もし少年Aが私の身の回りにいた

ら，私は彼を新橋の安い飲み屋に

連れて行って，「おまえは，いいや

つだ」と言ってやりたい。

（となりのトロロ）

<この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.5651989.4
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そのうえゴムの国際価格はまた下落

する。

マレーシアはかつて製鉄用燃料に

ゴムの木の廃材を使った。そして今，

ゴムの老木を加工し「家具や建材用

の集成材へ変身させよう」……こう

知恵を絞っている最中。

「であるなら，リベリアでもゴムの

老木を切り，加熱・加圧し集成材化

のうえ，アフリカ色濃い家具などに

して輸出したら，労働力も吸収する

のでは。そして，切ったゴムの替わ

りに，他の“緑”を植林していった

らどうか」・…･･ゴム林トンネルで，

こんな夢を描いたのだが。

異常気象から脱れる道－1億

1,000万ヘクタールの植林を

立正大学福岡克也

随想森林No.20

1989年1月p.4～5

異常気象がもたらす農産物の減収

による食糧需給への不安が，国際的

な論議の的となっている。地球的規

模でのCO2濃度の上昇はその重要

な1つの問題になっている。はっき

りとした形の温度上昇は，今のまま

の生活を人間が続ける限り，遅くも

21世紀の初期から中期にかけて起

きることは確実である。

米国東海岸の主要都市では,CO2

濃度が今のまま増え続ければ，30℃

以上の日が年間で現在の40日程度

から90～100日程度にまで増えると

推測されている｡すでに1988年には

温暖化現象の兆しと思える熱波が米

国の穀倉地帯を襲い，大幅な減収と

なった。世界の二大穀倉地帯である

北米とソ連とで異常気象による乾燥

化が進むと，夏の成育期での水不足

が心配される。地球の気温上昇が定

着化すれば，海水面は2～3m上昇

するだろう。アジアのデルタ地帯や

河口地帯の水田稲作を海水の侵略か

ら守ることは難しくなり，コメも大

打撃を受ける可能性がある。

1989年以降,異常気象問題は国際

的な重要議案となろう。エネルギー

消費，特に化石燃料の使用について
そ

の自粛ないし強度の相互規制が俎
じよう

上にのぼるだろう。しかし，何とい

っても，理想的かつ前向きの対応と

しては森林の再生しかない。発展途

上国の経済的再生と熱帯林などの回

復を図るアグロ・フォレストリー方

式が拡大し発展することにより，1

億1,000万ha以上の森林が再生さ

れれば,21世紀に向かってCO2濃度

の上昇を抑制する力となるであろう。

スギ中丸太の製材一形質別木

取りと歩止り

森林総研村田光司ほか

木材工業No.502

1989年1月p.13～18

製材生産において，最終用途と挽

き材能率や歩止りはもちろんである

が，原木形質を考慮した最適な木取

り方法を採用することが重要である。

近い将来，拡大造林木が伐期に達

し国産針葉樹の供給増が予想されて

おり，しかも一部地域を除けばその

主体はスギで，少なくとも十数年先

までのスギ供給は中丸太が主となり，

一般にいわれている並丸太の占める

割合が多くなることが予想される。

スギ並丸太からの製材品には，今後

とも価格面から見て，外材の現地挽

きや国内挽き製品と激しく競合して

いかなければならない背景があり，

低コスト，省力化，高能率で丸太形

質に適合した製材方式を究明してい

く必要がある。

茨城，山形県のスギ中丸太を供試

木として，丸太形質を考慮した木取

り方法を用いた製材試験を行い，そ

の製材歩止りについて検討した。

供試丸太を「役物(JASでいう特

41

等のうち化粧性に富む小節，上小節，

無節の材面を有する製材品)｣出現率

によって「A級」「B級」「C級」の

3グループに分類した場合，形量歩

止りに顕著な差はないが，価値歩止

り（各木取り製材品と基準製材品と

の価格比較に基づいて算出する）は

｢A級｣で平均95％前後，「B級｣で

平均70%前後，「C級｣で平均60%

以下と著しい差が認められた。丸太

材面上の節数が増加すると価値歩止

り力:低下する傾向を示し，隣接2材

面無節以上の丸太では約75％以上

の高価値歩止りが期待できるが，そ

れ以下の丸太では高価値歩止りを期

待するのが難しいことから，これが

価値歩止り重視の木取りもしくは能

率重視の木取りを採用するかの指標

の1つとなるだろう。

グランドカバープランツによる

緑化の今後を展望する

東京農業大学近藤三雄

グリーン・エージNo.180

1988年12月p.8～14

グランドカバープランツとは，平

面，のり面，垂直面を問わず群植す

ることによって地表面をおおむね高

さ60cm程度以下に低く覆う植物

の総称であり，木本，草本を問わず，

低木類，草本類，つる植物類，ササ

類，コケ類，シダ類，芝草類などが

広義のグランドカバープランツの仲

間に包括される。

欧米では古くから緑化材料として

の地位を確保し，多方面の緑化に使

用され，近年，わが国でもさまざま

な方面から注目を浴びるようになっ

てきた。

本稿では緑化材料としての使い方

などについて概説し，さらにグラン

ドカバープランツの問題だけでなく，

今後のわが国の緑化のあり方につい

ても触れている。

林業技術No.56519894
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イタケおよびヒラタケ発生試験

口豪雪地帯における実生スギ林分の

利用率の推定方法

く研究資料＞
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研究報告第22号

昭和63年3月

広島県立林業試験場

ロキリ属数種の耐凍性差異

ロスギ・ヒノキ林の林内相対照度の

推定

口松くい虫防除薬剤(MEP)のマ

ツタケ菌糸及び子実体に及ぼす影響

口林地貯水能の定量化に関する試験

一林種･林況の違いが林地土壌の

孔隙組成に及ぼす影響について

宇都宮大学農学部演習林報告

第24号

昭和63年3月

宇都宮大学農学部附属演習林

く論文＞

口鹿沼地方スギ林の生態学的研究

一葉分析と土壌分析の結果につ

いて

ロパーソナルコンピュータによるラ

ンドサット画像解析システム

ロ電気等の刺激によるシイタケ子実

体の発生

口造林木の材質について－曲げ

試験による評価

く資料＞

口宇都宮大学船生演習林における長

伐期施業一試験林の間伐木の利

用率⑪

口宇都宮大学船生演習林におけるヒ

ノキ成長量一試験地定期測定資

料⑪

鳥類群集

ロマツの材線虫病の拡大様相と被害

量の推定

ロマツの材線虫病の生物的・物理的

防除

山菜に関する研究一県内にお

ける生産･消費動向と林内栽培の

実態〔研究資料No.11)

昭和63年3月

福岡県林業試験場

本研究資料は，県内主要青果市場

に入荷している山菜の現状と林内や

原野で栽培されている山菜の実態を

調査し，その栽培技術や今後の課題

について取りまとめている。

福井県総合グリーンセンター林

業試験部研究報告

昭和63年3月

福井県総合グリーンセンター

林業試験部

ロスギ人工林の冠雪害発生機構に関

する研究

本研究は，スギ人工林の冠雪害発

生機構を明らかにするために，全国

のこれまでの冠雪害発生時の気象条

件について整理し，さらに福井地方

の85林分について,冠雪被害林分と

健全林分とを対比させて構造的弱点

を明らかにし，さらに個体の形状と

折損部位について検討を行っている。

試験研究報告第30号

昭和62年12月

鳥取県林業試験場

ロヒノキ採種園における着花促進と

採種園構成クローンの着花結実特性

について

口鳥類による松くい虫の補食

口畑作オウレンの栽培技術に関する

研究(1)－除草剤の利用技術開発

口畑作オウレンの栽培技術に関する

研究⑪－病害の発生実態調査

岩手県林業試験場成果報告第

21号

昭和63年9月

岩手県林業試験場

口非皆伐施業の林分構造と林木の生

長一スギ林

ロスギ心持ち正角材の人工乾燥一

干割れ防止剤の効果

口県産広葉樹小径材（43樹種）の乾

燥条件と乾燥日数の推定-100｡C

試験による方法

口県産スギ正角材の強度

口県産針･広葉樹48樹種の室内暴露

による光変色

ロシイタケ発生時の資材別被覆効果

(第2報）－滝沢村での春子生産

林業試験場時報第35号

昭和63年3月

福岡県林業試験場

本時報は,福岡県における1978年

以降のマツの材線虫病に関する研究

資料を整理し報告している。

ロマツノザイセンチュウを接種され

たマツの水分動態

ロ福岡県の海岸防風林におけるマツ

立ち枯れ被害と繁殖期および冬期の

林業試験場研究報告第18号

昭和63年3月

山形県林業試験場

ロウソによるサクラ花芽の食害防止

について

ロ山形県小国町における林業生産・

販売の組織化モデル

□きのこ廃培地の利用に関する研究

一マイタケ廃培地を利用したマ

林業技術No.5651989.4
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林 業関係行事 一覧

4月

主催団体・会場・行事内容等行事名 期間区分

日本林学会。東京営林局｢木のアトリウム｣。学識経験者による｢都市

と森林」についての記念諦減とパネルディスカッション

(財)森林文化協会。昭和記念公園（立川市)。テーマ「都市と広場」

会日本林学会第100回大会記

念行事

央朝日グリーンセミナー

みどりの日制定記念

「桜と緑と森林浴の集い」

第13回東京国際グッドリ

ピングショー

川第11回石川県総合住宅展

央みどりと花のフェスティバ

ル

日本林学会第100回大会記4.2

念行事

朝日グリーンセミナー4．15

みどりの日制定記念

｢桜と緑と森林浴の集い」4.22～23

第13回東京国際グツドリ4.27～5.2

ピングショー

第11回石川県総合住宅展4.28～5.5

みどりと花のフエステイバ429～30

ル

学
中

〃

国土緑化推進機附‘森林総合研究所多摩森林科学園（旧･浅川実験林）

(社)東京国際見本市協会。東京国際見本市会場。住宅および住宅関連

製品を一堂に展示

石川県総合住宅展実施委員会。石川県松任市千代野ニュータウン

国土網上推進機柵。日比谷公園

〃

石
中

|灘職驚化推進機織･都道府県緑化総進委員会(都道府県）
札幌市

〃

県内4カ所

青森市

青森市ほか

盛岡市

県内6カ所

県立中央公園

秋田市ほか

山形市

福島市ほか

梁川町

県内15カ所

県内10カ所

県庁

水戸駅前ほか

那阿町

I<国土緑化関係＞<国土緑化関係＞

苗木配布会

緑と水のフェスティバル

緑化まつり，苗木配布会

山火事防止パレード

環境緑化まつり

緑化諦演会・座談会

苗木配布会．植樹祭

植樹祭

苗木配布会

苗木配布会

苗木配布会

記念植樹

植樹祭

親子緑の教室

緑の写真コンクール

苗木配布会

植物園春まつりおよび森の

コンサート

みどりの音楽会

苗木配布会

緑の展示会

第3回グンマフラワーフェ

スティバル'89

苗木配布会

植樹祭

苗木配布会

緑化県民大会

緑化ポスター展示会

植樹祭

苗木配布会

苗木市

苗木配布会

緑と桜に親しむ会

みどりの少年団県集会

苗木配布会

緑と水のフェスティバル

緑化まつり，苗木配布会

山火事防止パレード

環境緑化まつり

緑化諦演会・座談会

苗木配布会．植樹祭

植樹祭

苗木配布会

苗木配布会

苗木配布会

記念植樹

植樹祭

親子緑の教室

緑の写真コンクール

苗木配布会

植物園春まつりおよび森の

コンサート

みどりの音楽会

苗木配布会

緑の展示会

第3回グンマフラワーフェ

スティバル'89

苗木配布会

植樹祭

苗木配布会

緑化県民大会

緑化ポスター展示会

植樹祭

苗木配布会

苗木市

苗木配布会

緑と桜に親しむ会

みどりの少年団県集会

北海道

青森

4月

4.29

4.21～5.20

4.29

4.29～5.5

4月

4月

4.29

4月中･下旬

4.21

4.22

4.29

4～5月

4～5月

4月

4月

4．29

手
城
田

岩
宮
秋

形
島

山
福

城茨

県立中央公園

県内20カ所

宇都宮市

前橋市県総合体育センター

木栃

月
月
型

一
’
０
－
③
一

羽
一
一
加

①４
４
４
４

I ’

馬群

前橋市ほか

小鹿野町

千葉駅前

県民の森

県庁ほか

東大和市

新潟市

県内市町村

富山市

県林試

森林公園

4～5月

4.28

4.15

4.29

4～5月

4.26

4.1

4～5月

4．29

4．29

4－29

埼
千

玉
葉

東
新

扉
潟

富
石

山

川
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区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

県民の森開園

苗木配布会

苗木配布会

記念植樹の配布

植樹祭

花と緑の植木まつり

植木まつり

苗木配布会

みどりの少年団交流大会

山と街の緑の推進

苗木配布会

緑化樹展示即売会

湖国みどりづくり

植樹祭

大阪花まつり

ダツハらんど'89グリーン

コンサート

緑の羽根街頭募金

緑と水の祭典

植樹祭

40周年記念植樹

苗木配布会

種まき式

植樹祭・造林推進大会

苗木配布会

植樹祭

植樹祭

グリーンコンサート

緑の県民まつり

山中町

金沢市ほか

福井市ほか

各小学校ほか

白根町ほか

緑化センター

岐阜市(4日)，美濃加茂市(22日）

県内

緑化センター

県下

大津駅ほか

滋賀

野洲町

福知山市

御堂筋

堺市大仙公園

4．29

4～5月

4.21～29

4月

4月

4.28～30

4．4，22

4月

4．29

4.1～30

4.1

4.3～4

4.29

4月

4.3～12

4．29

福
山

井
梨

岐
愛

阜
知

重
賀

三

滋

京
大

都
阪

奈
和
鳥

良
山
取

JR奈良駅

岩出町植物公園

岸本町

鳥取市

松江市ほか

緑化センター

川本町

広島市

庄原市

下関市

〃

満濃池公園

4.1～5

4．29

4．29

4月

4.1

4月

4.13

4.4

4.29

4.22

4.22～23

429

歌

根島

広
山
香

湯
口
川

5月
区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

宮城県。白石市市民会館声
亘
出
帆

城
央

第31回全日本こけしコン

クール

朝日グリーンセミナー

第43回愛鳥週間｢全国野鳥

保護のつどい」

第2回父親のためのアウト

ドアスクール

5.3～7

卿森林文化協会。丹沢山ろく（神奈川県)。テーマr考証林」
伽日本胤類保謹連盟

5．13

5－14〃

伽森林文化協会。群馬県沼田市「玉原･朝日の森ロッジ｣。子どもたち

に教えられる正しいアウトドアライフの方法，生活技術，自然保護に
ついて多角的に学ぶことのできるアウトドアスクール

国土緑化推進機織・徳島県。徳島県神山町（神山森林公園）

㈱日本建築材料協会。大阪マーチャンダイズマートピル。全国のあら

ゆる優秀燕建築材料と設備機藷など一堂に展示

群馬県

〃 5.19～21

第40回全国植樹祭

第10回'89総合建築材料設

備展

第29回群馬椎茸楕場管理

技術競技会

昭和63年度島根楕場環境

整備競技会

〃

〃 ３
の
６－
１
１
２
３
●
●

戸
○
一
割
、

群
島
馬
根

月
月
５
５ 島根県
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区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

<国土緑化関係〉

{灘掃蕊化推進機織都道府県緑化繼進蕊員会(都道府県）
札|幌市

釧路市

弘前市

九戸村

山辺町

県植物園

那須町

中央公園

沼田市

県下7カ所

I
北海道 職場記念植樹

植樹祭

植樹祭

植樹祭

植樹祭

緑の相談

植樹祭

緑化講演会

植樹祭

植樹祭

緑の学校

グリーンコンサート

苗木配布会・植樹祭

県認上大会

新緑のまつり

植樹祭・森林浴

県みどりの祭り

植樹祭

植樹祭

緑化研修

緑化大会

森林浴の集い

苗木配布会

r緑を守る」1万人のチャリ

ティーコンサート

月
月
肥
月
ｒ
７
陥
瀦
肥
月
月
鋤
、
皿
３
訓
鍋
Ｍ
喝
廻
過
弼
１
虹

●

巳
●
、
■
申

●
●
■
●
●
写
ｅ
●
●
Ｇ
●
●
●

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
一
・
○
５

青
岩
山
茨
栃

森
手
形
城
木

群
新

馬
潟

大島村

利賀村

三国町

武田の杜内

南相木村

恵那市

天竜市

幸田町（幸田町立北部中学校）

緑化センター

社町

筒賀村

松山市

阿蘇郡久木野村

麓
福
山
長
岐
静
愛
三
兵
広
愛
能

山
井
梨
野
阜
岡
知
重
庫
島
媛
本

Ⅱ

｢みどりの日」制定記念もり
「第6回森林の市」開催のお知らせ

近年の国民の緑と水に対する関心の高まりに対処し，国民参加の森林づくり，森林･林業およ

び国有紗緊事業の役割等について,多くの国民の皆さんに理解を深めていただくため昭和59年
から「森林の市」を実施してまいりました。毎年大変好評を博しておりますことから，本年も継

続し重ねて第6回の｢森林の市」を下記により実施することといたしました。多くの皆さんのご

来場をお待ちしております。

1．日時平成元年5月19日（金）～21日（日）（3日間）10：30～17：00

（雨天決行）

2．会場都立代々木公園内B地区(NHKホール横）

3．主催林野庁

4．後援東京都
《Jり

5．実施内容森林・林業に関するご相談，森林の産物の展示・即売会等。なお，

各日とも開会時に苗木のプレゼントを行います。

6．問合せ先林野庁業務第一課内森林の市実行委員会

（電話03(502)8111(内)5277)

林業技術No.5651989.4
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第44回日本林業技術協会通常総会の開催
および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席くださるようご案内申し上げます。
記

今
云事 場行時間月 日

日林協5階会議室
はとバス

第35回林業技術コンテスト
コンテスト参加者都内見学

5月25日（木） 9:00～17:00

17:30～21:30

第44回通常総会

第35回林業技術賞受賞者の表彰
第35回林業技術コンテスト受賞者の表彰

永年勤続職員の表彰

支部幹事打合会
支部幹事懇談会

5月26日（金） 13:3()～15:30

虎ノ門パストラル＊

(東京農林年金会館）
東京都港区虎ノ門4－l-1
TELO3-432-726115:50～17:30

17:30～19:00

＊〔交通』東京駅-地下鉄丸ノ内線霞ヶ関駅乗り換え日比谷線-･神谷町駅下車徒歩2分〕

平成元年第1回理事会は5月18日附11:30から本会5階会議室において開催します。

2.3月8日,｢都市的開発の残置森林
等基準調査検討委員会」（第2回）
を本会にて開催した。
33月10日，「大規模林業圏開発基
盤整備調査」第3回委員会を本会
にて開催した。
4.3月13日，「地域資源管理システ
ム形成調査」第3回委員会を本会
にて開催した。
53月13日，「リモートセンシング
による山地災害モニタリングシス

テムの開発調査」第3回委員会を
本会にて開催した。
63月15日，「森林レクリエーショ
ン利用の増大に対応する林野火災
に関する調査委員会」を消防庁と
合同で，虎ノ門霞山会館にて開催
した。

鈴木理事長が出席。それぞれ入賞者
に対し，賞状賞品を贈呈した。

◎番町クラブ3月例会
3月17日本会会議室において,横
山勝利税理士を講師として「消費税
は暮らしにどう影響するか」講演

◎海外派遣
3月13～19日まで次の2カ国に

役職員を派遣した。
1.マレーシア，長谷川専務理事ほか
4名
2.タイ王国，佐藤常務理事ほか6名

◎林業技士資格認定委員会
昭和63年度林業技士資格認定委
員会を次のとおり開催した。
1.3月16日，専門部会（森林評価，
林業機械，森林土木，林業経営）
2.3月20日,林業技士資格認定委員
会

いずれも本会会議室において審議
を了した(試験合格者82名，無試験
認定者72名)。なお，平成元年度の
試験案内は6月上旬の見込み。

◎調査研究部関係業務
13月6日，特用林産物（樹実）需
給動向調査委員会を本会会議室に
おいて開催した。
2.3月9日，南九州中部地域整備計
画調査委員会を熊本県人吉市にお
いて開催した。
3.3月17日，立山･飛越地域整備計
画調査委員会を富山市において開
催した。

◎調査部・技術開発部関係業務
1.3月8日,「リモートセンシング活
用手法開発調査」第3回委員会を
本会にて開催した。

|『協会のうごき ｜’
◎講師派遣
1講師：蜂屋欣二技術指導役
依頼先：全国林業試験研究機関協

議会

内容：複層林施業特別誌演，第
22回林業技術シンポジ
．ウム

日時：3/9
2.講師：渡辺宏技術開発部長
依頼先：鳥取大学農学部
内容：航空測定学，非常勤講師
期間：元年4/1～2年3/31
3講師：渡辺宏技術開発部長
依頼先：東京農工大学農学部
内容：航空測定学
期間：4/1～10/9
4講師：渡辺宏技術開発部長
依頼先：宇都宮大学農学部
内容：森林航測
期間？元年4/1～2年3/31

◎第22回林業技術シンポジウム
全国林業試験研究機関協議会主催，
本会ほか林業団体協賛により,3月9
日，林野庁講堂にて開催。本会から
鈴木理事長が出席，祝辞を述べ，蜂
屋技術指導役が複層林施業技術につ
いて特別講演を行った。

◎森林総研記念式典
3月14日,森林総合研究所発足記
念式典が茎崎町同所において挙行さ
れ，鈴木理事長ほかが出席した。

◎業務研究発表会
旭川，函館営林支局業務研究発表
会が3月1～2日開催され,旭川支局
には長谷川専務理事，函館支局には

平成元年4月10日発行

林業技術

第565号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
（〒102)東京都千代田区六番町7
電話03(261)5281㈹～7
FAXO3(261)5393

（振替東京3-60448番）

RINGYOGIJUTSU

publishedby
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ASSOCIATION

TOKYOJAPAN
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●森林・林業の発展に，また木材利用促進に寄与で
きれば…の思いを，映像に託してお届けします。
●研修用にノ子供たちの課外授業にノー般の方々へ

の普及キャンペーンなどに，ぜひご活用ください。

★記録映画日本の銘木シリーズ(30分） この緑を灰にするな(20分)￥145,000
-山火事を防ぐ一

日本の地すべり(30分)……￥160,000

■－－

￥40,00016mmVHS,βとも

森のヒバ ￥150,000￥40,000；ﾁｴﾝｿーとﾘﾓｺﾝ化への歩み(20分)￥100,000￥35,000

¥150,000￥40,000；★木材に関係する…

¥150,000¥40'OOOi木材(30分)………¥150,000¥40,000

¥150,000¥40,000;木への期待(22分)…………¥120,000¥40,000

塞
月

久杉屋

魚梁瀬杉をたずねて

木曽の ヒノキ

秋田ス ギ． ￥150,000￥40,000：★伸びゆく国有林

こつ－， よみがえる大地(30分)……￥150,000￥40,000
-パイロットフォレストー

★研修・課外授業などに 〔英語版〕￥180,000￥48,000

もり

森林は生きている(50分)…￥260,000￥85,000；一億人の森(50分）
1.森のおいたち2森の生物たち

￥200,000

｜
｜
｜
’

森林をたずねて(20分)……¥100,000¥35,000i伸びゆく国有林(50分)･･･…¥200.000

森林を育てる(20分)……”･￥100,000￥35,000§国有林(25分） ￥120,000

水のふるさと(20分)………￥100,000￥35,000；森林(50分）
；－北海道の国有林一

￥200,000

奥鬼怒の自然(30分)………￥150,000￥40,000

ある担当区さんの記録(50分)￥200,000-

●その他，映画製作・ビデオ製作も行なっております。

●お問い合わせは……

日本林業技術協会事業部まで。

F鶴篝諦職社冥=旧季林隷術購醗i(:｡i雫娠剥」



特許出願中

K
Z＝＝

え

雨､雪､結露､低温(-25℃)､高温(80℃)でもビクともしない堅牢性と30.720データの温(－2

<KADEC-Uシリーズの特長＞

画低温から高温(-25℃～＋80℃全域の精度保証)､雨

雲や結露にビクともしない全天候型のコンパクト設計

麓30.720データの大記憶容量とバックアップ電源によ

り、長期無人観測が可能

唾各種のセンサと接続できる入力が用意されているの

で、既にあるセンサを無駄にすることがない

nAC電源が不要、記録紙不要、保管庫不要等、設置

条件を選ばない、$手間いらず''設計

■測定データは、ホストコンピュータへ転送して、専

用ソフトウェアにより簡単に解析

<KADEC-Uシリーズの拙成＞

気温

地温

水温

ofー抵抗入力
(ポﾃﾝｼｮﾝﾒーﾀ)L駕罰(ﾌﾛーﾄ式）

-E勢塵”UV－電圧入力

（瞬時値）

-F;一E（UP 電

風速計

日射計、

雨量計、

ント 日照計

流速計圧積算

<KADEC-Uシリーズの計測シスァム例＞

計測中(センサ→KADEC）データ処理(八ンディカード→パソコン）

体抗
①

ル
抵
。

セ
計
温
血

ド
み
計
測
皿

一
ず
斜
金
埋

口
ひ
傾
白
く

上
〃
力
入
入
抗
み
抵
ず
温
ひ
測ＩＳＵ

ご
ハン宗ｲカード

一
一

仁
ズ

タマヤロ翻1ジコヨュ硫式金社

〒104栗京都中央区銀座4-4弓4アートピル
TEL-O3-錨1-8711“X､03-561.8719m~UAM/AMAKADEC－Uシリーズ
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一 画型

●先端技術で林業をとらえる,日林協のボク。〃
平
成
元
年
四
月
十
日
発
行

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業
に適しています。

Hパソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価です。

カナ文字採用ですので,見やすく,親し

みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できます。

日林協の鰄冶B役？
毒セット価格¥S日ツロロロ

毒ソフト価格￥勺Sリロロロ

※八一ドのみの販売はいたしません。 （
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

SIZE:タテ145りh/横202りh/厚さ24%/重量7009Xe

罠 届
↓･てIni",;l･W:,lxI化上に必要な‘娯義調盤したX･Y蝿標

仙とI伽械ヵ､lとめられます。
すばる

頁

林道基本設計計算機卯

架線設計計算機

《特徴》

2薄架空索による集材架線力‘ら簡易鐇長りに雀るまて:IEI
内で使用されて↓､るほとんどの索張り方式の投計計算が

"j.能て､す。

淫垂架線の識汁データを入ﾉJするだけで､楕庇の,部､股計
，計算爵が作成きれます。

二挺今まで計算が臘難だった宏全率に応じた雌大使剛荷砿
を求める,汁算式がプログラムきれて＆､ます°

林
業
技
術

〈特徴》

＄雲林地の中心線測1IIgにおける1111線設定に､I1たって，従来

のlill線炎をII伽るとMじ繊弛で，どの曲線伽-j急力．らて・も

必要な数峨を求めること力靭似也で容易。

．…･･交角法，伽椅角法，切線枝X脚ム四分の。法

ヘアピンIIII線の,ifiiri等

睾林通の1:'l;'数！,柵i卵において.l:#"|算（両端断面積

，ド均法による)を,各測点におけるIMMi敬データを入力す
るだけで､IX間鉱の切収撒,磯朏,tの訓･弾が容易である。ｺﾝﾉ限脹礁離北斗

〒'02束京都千代田区六番町7番地
振込銀行/三菱･麹町鋤0067442
振替/東京3-60“8 社団法人日本林業技術協会

TEL?(ロヨ)Es'1-S三日勺(代表）
FAX;(ロヨ)己日1－sヨヨヨ

｡「■
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